
 - 1 -

国勢調査法令検討会（第１回）結果概要 

 

 

１ 日 時  平成20年５月14日（水）13時45分～15時45分 

 

２ 場 所  ６階特別会議室 

 

３ 出席者  構成員：堀部政男座長、野田哲也委員、藤谷護人委員 

       総務省：川崎茂統計局長、吉崎賢介統計調査部長、千野雅人国勢統計課長 

河野好行国勢統計課企画官、奥積雅彦統計法制度担当室補佐 

 

４  配布資料  

資料１   国勢調査法令検討会の開催について 

資料２    平成 22 年国勢調査の調査方法等に関する検討課題及び検討状況(案) 

資料３－１ 我が国の統計制度（別紙１参照） 

資料３－２ 「統計法が変わります」（統計法改正パンフレット）（別紙２参照） 

資料３－３ 統計法新旧対照表（別紙３参照） 

 

５ 議事の概要 

⑴ 国勢調査法令検討会について 

  検討会の位置付け、進め方等について、事務局から説明し、了承された。 

 

⑵ 国勢調査法令検討会の検討課題について 

平成22年国勢調査における全体的な検討課題及び新統計法について、事務局から説

明後、意見交換が行われた。本日の意見等を踏まえ、次回以降、個別の課題について

検討を進めることとされた。主な意見等は次のとおり。 

  ・ 調査方法上の検討事項にある行政情報等の活用について、想定されるものは住民

基本台帳かとの質問があり、主な行政情報としては住民基本台帳を想定していると

の説明があった。 

・ 外国人登録台帳制度について、法令改正を視野に入れた検討が行われているとこ

ろなので、その検討状況を踏まえつつ、国勢調査における活用方策についても検討

することが考えられる。 

・ マンション、病院・社会施設等の調査における業務委託に関連し、統計調査員の

身分を有しないこれらの施設の管理者等が調査票を配布することにより、調査対象

者に報告義務を課すことが可能かどうかについて、国勢調査の問題として当検討会

で検討してもよいのではないか。 

・ 申告義務に関連し、統計法の規定が、申告義務（旧法第５条）から報告義務（新

法第 13 条）に、「申告を命ずることができる」（旧法）から「報告を求めることが

できる」（新法）にそれぞれ改正されたのは考え方を変更したことによるものかと

の質問があり、「申告」を「報告」としたのは用語の整理によるものである（旧統

計法は「申告」、旧統計報告調整法は「報告」）こと、また、「申告を命ずることがで

きる」では、あたかも行政処分としての申告命令を前提とするかのようにミスリー

ドするおそれがあることから、「報告を求めることができる」に変更したものとの説

明があった。 

資料 4-2 
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・ 新法の「立入検査等」（第 15 条）は、旧法の「実地調査」（第 13 条）と同様の概

念かとの質問があり、新法の「立入検査等」は、旧法の「実地調査」と同様、相手

方の意思にかかわらず一方的・強制的に行ういわゆる「実力行使」ではなく、あく

まで義務の履行を促す手段としての「間接強制」（拒否者に対する罰則（第 61 条第

２号）を背景に義務の履行を求めるもの）に該当するとの説明があった。 

・ 調査票情報等を行政機関個人情報保護法等の適用除外としている理由について質

問があり、統計調査により集められる個人情報については、統計処理され、個人を

識別できない形で利用・提供されること、統計上の目的以外での調査票の使用が厳

しく制限されるなど、個人情報の取扱いに必要な制度上の規律が旧法において整備

されていることなどの理由から、旧法で適用除外となっており、これは新法でも同

様であるとの説明があった。 

・ 新法の下で実施する平成22年国勢調査において、これまでの法的観点での検討結

果をそのまま踏襲できるかどうかという観点からも検討するのがよい。 

・ 申告義務の発生に関し、「調査票の到達を停止条件とする義務の発効」という考え

方もあるのではないか。 

・ 調査票の郵送提出やインターネット回答の導入は、どのような背景・ニーズがあ

ったのかとの質問があり、オートロックマンション居住者や単身者など、調査員が

訪問しても面接できないような世帯への対応策として有効との説明があった。 

 

⑶ 次回は、９月を目途に開催することとされた。 

 



我が国の統計制度 

 

統計法（昭和22年法律第18号）は、我が国の統計に関する基本法として、昭和22年

５月から施行されました。 

 この法律は、積極的に統計体系の整備を図るため、指定統計制度について定める一

方、諸統計の実態の把握と重複除去を図るため、届出統計制度についても定めていま

す。 

１ 法の目的 

(1) 統計の真実性の確保、(2) 統計調査の重複の除去、(3) 統計体系の整備、 

(4) 統計制度の改善発達  

２ 秘密の保護 

国や地方公共団体は、様々な統計を作成するために統計調査を実施しますが、そ

の調査の結果として知られた人、法人その他の団体の秘密は保護されなければな

らないとされています（法§14）。  

３ 指定統計の指定 

国、地方公共団体が作成する統計のうち、国の基本政策決定に必要な統計で、か

つ、 国民生活にとって重要なものについては、総務大臣が指定し、その旨を公

示します。    

この指定された統計のことを「指定統計」といいます（法§２）。  

４ 指定統計調査の承認 

1.指定統計を作成するための調査（指定統計調査）を行う場合には、あらかじめ

総務大臣の承認を受けなければなりません。承認を受けた調査を中止又は変更

する場合も同様です（法§７）。  

承認事項  

１ 目的、事項、範囲、期日及び方法  

２ 集計事項及び集計方法  

３ 結果の公表の方法及び期日  等 

2.指定統計調査に関する規則（府省令等）の制定、改廃については、あらかじめ 

総務大臣に協議しなければなりません（法§３）。  

3.指定統計調査については、その統計の重要性の観点から、調査対象となる人又

は法人に対して申告義務が課せられ（法§５）、違反者には罰則が適用される

場合があります（法§19）。  

4.指定統計調査の実施に際しては、必要な場所に立ち入り、あらかじめ総務大臣 

の承認を得た事項に限り、検査、資料要求、質問を行うことができる。（法§13）。  

別紙１ 



5.指定統計調査に関する事務の一部については、政令（統計法施行令）の定める 

ところにより地方公共団体の長等が行うこととすることができます（法§18）。  

５ 届出統計調査 

国、都道府県、市、日本銀行及び日本商工会議所が、指定統計調査及び統計報告

の徴集以外の政令（「届出を要する統計調査の範囲に関する政令」（昭和25年政

令第58号））で定める統計調査（届出統計調査）を実施する場合は、あらかじめ

総務大臣に目的、事項、範囲、期日及び方法を届け出なければならない（法§８）。 

 
※総務省政策統括官（統計基準担当）HP（http://www.stat.go.jp/index/seido/1-1.htm） 



統計法が変わります
「行政のための統計」から「社会の情報基盤としての統計」 へ

① 公的統計の体系的・計画的整備の推進

② 統計データの有効利用の促進

③ 統計調査の対象者の秘密保護の強化

④ 統計整備の「司令塔」機能の強化

【新しい統計法の四本柱】

公的機関が作成する統計が、より体系的・効率的に

整備され、国民・事業者の方々にもより使いやすいも

のとなるよう、統計法が全面的に改正されます

（平成19年5月23日公布。全面施行は2年以内）

総務省政策統括官（統計基準担当）
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【基本計画】

○ 公的統計の総合的・計画的な整備を政府全体で進
めるため、閣議決定によって基本計画を定めます。

○ 計画の作成に当たっては、統計委員会での調査審
議や意見公募（パブリック・コメント）を経ること
としています。また、実施状況のフォローアップを
行い、概ね5年ごとに計画の見直し・変更を行います。

【基幹統計】

○ 業務統計・加工統計を含め、国勢調査によって作
成される国勢統計、国民経済計算（SNA）などの行政
機関が作成する重要な統計を基幹統計として位置づ
けて、基本計画に基づく体系的整備が図れるように
しました。

① 公的統計の体系的・計画的整備の推進① 公的統計の体系的・計画的整備の推進

【行政機関が行う統計調査】

○ 国の行政機関が行う統計調査については、調査間
の重複を排除して調査負担を軽減する観点などから、
新法においても総務大臣が個別に審査を行います。

○ 基幹統計を作成するための統計調査（基幹統計調
査）については、特に重要な調査であることから、
今までの指定統計調査と同様に、報告義務に関する
規定を設けています。

統計調査により作成される統計（調査統計）のほか、業務デ
ータを集計することにより作成される統計（業務統計）や他の
統計の結果を加工することにより作成される統計（加工統計）
を含め、公的機関が作成する統計を広く対象とする法律としま
した。



【統計調査によって集められた情報などの保護】

○ 統計調査によって集められた情報などを統計の作
成に関連する目的以外に利用・提供した者や、守秘
義務規定に違反した者に対する罰則を整備強化しま
した。

例） 守秘義務違反

「1年以下の懲役又は10万円以下の罰金」

⇒ 「2年以下の懲役又は100万円以下の罰金」

○ 民間委託の進展に対応するため、これらの規定が
統計調査事務を受託した民間事業者に対しても同様
に適用されることを明確にしました。

③ 統計調査の対象者の秘密保護の強化③ 統計調査の対象者の秘密保護の強化

【いわゆる「かたり調査」の禁止】

○ 国勢調査などの基幹統計調査について、その調査
と紛らわしい表示や説明をして情報を得る行為（い
わゆる「かたり調査」）を禁止しており、これに違
反した者は未遂も含めて2年以下の懲役又は100万円
以下の罰金に処されます。

○ 学術研究目的などのために、オーダーメードで集
計された統計の提供を受けたり、匿名データ（統計
調査によって集められた情報を個人や企業が特定で
きない形に加工したもの）の提供を受けて統計の作
成に用いることができます。

② 統計データの有効利用の促進② 統計データの有効利用の促進

※ 所定の額の手数料の納付が必要です。



連絡先：総務省政策統括官（統計基準担当）付 統計法制度改革担当室
東京都新宿区若松町19-1 tel.03-5273-2080,2081

連絡先：総務省政策統括官（統計基準担当）付 統計法制度改革担当室
東京都新宿区若松町19-1 tel.03-5273-2080,2081

現在の統計法・統計報告調整法の規定 新法のすべて
の規定

新法のうち、統計委員会、
基本計画等に関する規定

平成19年10月1日

（一部施行）

公布日後2年以内
で政令で定める日

（全面施行）

一部施行期間

【基本計画案の検討などを実施】

【新たな統計法への移行スケジュール】

新たな統計法のうち、基本計画や統計委員会の設置などに関する一
部の規定は平成19年10月1日から先行して施行されています。
その他の規定は公布の日（平成19年5月23日）から2年以内に施行さ

れます。

お問い合わせは、下記の連絡先までお願いいたします。

平成19年10月作成

○ 専門的かつ中立公正な調査審議機関として、13名
以内の学識経験者によって構成する統計委員会が内
閣府に設置されました。

○ 統計委員会は、基本計画の案や基幹統計などに関
する調査審議を行うとともに、関係大臣に必要な意
見を述べることで、公的統計の体系的整備における
中核的な役割を担います。

④ 統計整備の「司令塔」機能の強化④ 統計整備の「司令塔」機能の強化
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統 計 法 新 旧 対 照 表 

 

第 一 章 総 則 
 

（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 目 的 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 公 的 統 計 が 国 民 に と っ て 合 理 的 な 意 思 決 定 を 行 う た

め の 基 盤 と な る 重 要 な 情 報 で あ る こ と に か ん が み 、 公 的 統 計 の 作 成 及 び

提 供 に 関 し 基 本 と な る 事 項 を 定 め る こ と に よ り 、 公 的 統 計 の 体 系 的 か つ

効 率 的 な 整 備 及 び そ の 有 用 性 の 確 保 を 図 り 、 も っ て 国 民 経 済 の 健 全 な 発

展 及 び 国 民 生 活 の 向 上 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。 

（ 法 の 目 的 ） 

第 一 条 こ の 法 律 は 、 統 計 の 真 実 性 を 確 保 し 、 統 計 調 査 の 重 複 を 除 き 、

統 計 の 体 系 を 整 備 し 、 及 び 統 計 制 度 の 改 善 発 達 を 図 る こ と を 目 的 と す

る 。 

（ 定 義 ） 

第 二 条 こ の 法 律 に お い て 「 行 政 機 関 」 と は 、 法 律 の 規 定 に 基 づ き 内 閣 に

置 か れ る 機 関 若 し く は 内 閣 の 所 轄 の 下 に 置 か れ る 機 関 、 宮 内 庁 、 内 閣 府

設 置 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 八 十 九 号 ） 第 四 十 九 条 第 一 項 若 し く は 第 二 項

に 規 定 す る 機 関 又 は 国 家 行 政 組 織 法 （ 昭 和 二 十 三 年 法 律 第 百 二 十 号 ） 第

三 条 第 二 項 に 規 定 す る 機 関 を い う 。 

 

２ こ の 法 律 に お い て 「 独 立 行 政 法 人 等 」 と は 、 次 に 掲 げ る 法 人 を い う 。

一 独 立 行 政 法 人 （ 独 立 行 政 法 人 通 則 法 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 百 三 号 ） 第

二 条 第 一 項 に 規 定 す る 独 立 行 政 法 人 を い う 。 次 号 に お い て 同 じ 。 ） 

二 法 律 に よ り 直 接 に 設 立 さ れ た 法 人 、 特 別 の 法 律 に よ り 特 別 の 設 立 行

為 を も っ て 設 立 さ れ た 法 人 （ 独 立 行 政 法 人 を 除 く 。 ） 又 は 特 別 の 法 律

に よ り 設 立 さ れ 、 か つ 、 そ の 設 立 に 関 し 行 政 庁 の 認 可 を 要 す る 法 人 の

う ち 、 政 令 で 定 め る も の 

 

３ こ の 法 律 に お い て 「 公 的 統 計 」 と は 、 行 政 機 関 、 地 方 公 共 団 体 又 は 独

立 行 政 法 人 等 （ 以 下 「 行 政 機 関 等 」 と い う 。 ） が 作 成 す る 統 計 を い う 。

 

４ こ の 法 律 に お い て 「 基 幹 統 計 」 と は 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

統 計 を い う 。 

  一 第 五 条 第 一 項 に 規 定 す る 国 勢 統 計 

  二 第 六 条 第 一 項 に 規 定 す る 国 民 経 済 計 算 

（ 指 定 統 計 ） 

第 二 条 こ の 法 律 に お い て 指 定 統 計 と は 、 政 府 若 し く は 地 方 公 共 団 体 が

作 成 す る 統 計 又 は そ の 他 の も の に 委 託 し て 作 成 す る 統 計 で あ つ て 総 務

大 臣 が 指 定 し 、 そ の 旨 を 公 示 し た 統 計 を い う 。 
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  三 行 政 機 関 が 作 成 し 、 又 は 作 成 す べ き 統 計 で あ っ て 、 次 の い ず れ か に

該 当 す る も の と し て 総 務 大 臣 が 指 定 す る も の 

    イ 全 国 的 な 政 策 を 企 画 立 案 し 、 又 は こ れ を 実 施 す る 上 に お い て 特 に

重 要 な 統 計 

    ロ 民 間 に お け る 意 思 決 定 又 は 研 究 活 動 の た め に 広 く 利 用 さ れ る と

見 込 ま れ る 統 計 

    ハ 国 際 条 約 又 は 国 際 機 関 が 作 成 す る 計 画 に お い て 作 成 が 求 め ら れ

て い る 統 計 そ の 他 国 際 比 較 を 行 う 上 に お い て 特 に 重 要 な 統 計 

５ こ の 法 律 に お い て 「 統 計 調 査 」 と は 、 行 政 機 関 等 が 統 計 の 作 成 を 目 的

と し て 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 に 対 し 事 実 の 報 告 を 求 め る こ と に よ

り 行 う 調 査 を い う 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る も の を 除 く 。 

一 行 政 機 関 等 が そ の 内 部 に お い て 行 う も の 

二 こ の 法 律 及 び こ れ に 基 づ く 命 令 以 外 の 法 律 又 は 政 令 に お い て 、 行 政

機 関 等 に 対 し 、 報 告 を 求 め る こ と が 規 定 さ れ て い る も の 

三 政 令 で 定 め る 行 政 機 関 等 が 政 令 で 定 め る 事 務 に 関 し て 行 う も の 

 

６ こ の 法 律 に お い て 「 基 幹 統 計 調 査 」 と は 、 基 幹 統 計 の 作 成 を 目 的 と す

る 統 計 調 査 を い う 。 

 

７ こ の 法 律 に お い て 「 一 般 統 計 調 査 」 と は 、 行 政 機 関 が 行 う 統 計 調 査 の

う ち 基 幹 統 計 調 査 以 外 の も の を い う 。 

 

８ こ の 法 律 に お い て 「 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス 」 と は 、 事 業 所 に 関 す

る 情 報 の 集 合 物 で あ っ て 、 そ れ ら の 情 報 を 電 子 計 算 機 を 用 い て 検 索 す る

こ と が で き る よ う に 体 系 的 に 構 成 し た も の を い う 。 

 

９ こ の 法 律 に お い て 「 統 計 基 準 」 と は 、 公 的 統 計 の 作 成 に 際 し 、 そ の 統

一 性 又 は 総 合 性 を 確 保 す る た め の 技 術 的 な 基 準 を い う 。 

 

10  こ の 法 律 に お い て 「 行 政 記 録 情 報 」 と は 、 行 政 機 関 の 職 員 が 職 務 上 作

成 し 、 又 は 取 得 し た 情 報 で あ っ て 、 当 該 行 政 機 関 の 職 員 が 組 織 的 に 利 用

す る も の と し て 、 当 該 行 政 機 関 が 保 有 し て い る も の の う ち 、 行 政 文 書 （ 行

政 機 関 の 保 有 す る 情 報 の 公 開 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 一 年 法 律 第 四 十 二

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 行 政 文 書 を い う 。 ） に 記 録 さ れ て い る も の

（ 基 幹 統 計 調 査 及 び 一 般 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 、 事 業 所 母 集 団 デ ー
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タ ベ ー ス に 記 録 さ れ て い る 情 報 並 び に 匿 名 デ ー タ を 除 く 。 ） を い う 。 
11  こ の 法 律 に お い て 「 調 査 票 情 報 」 と は 、 統 計 調 査 に よ っ て 集 め ら れ

た 情 報 の う ち 、 文 書 、 図 画 又 は 電 磁 的 記 録 （ 電 子 的 方 式 、 磁 気 的 方 式 そ

の 他 人 の 知 覚 に よ っ て は 認 識 す る こ と が で き な い 方 式 で 作 ら れ た 記 録

を い う 。 ） に 記 録 さ れ て い る も の を い う 。 

 

12  こ の 法 律 に お い て 「 匿 名 デ ー タ 」 と は 、 一 般 の 利 用 に 供 す る こ と を

目 的 と し て 調 査 票 情 報 を 特 定 の 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 識 別 （ 他 の

情 報 と の 照 合 に よ る 識 別 を 含 む 。 ） が で き な い よ う に 加 工 し た も の を い

う 。 

 

（ 基 本 理 念 ） 

第 三 条 公 的 統 計 は 、 行 政 機 関 等 に お け る 相 互 の 協 力 及 び 適 切 な 役 割 分 担

の 下 に 、 体 系 的 に 整 備 さ れ な け れ ば な ら な い 。 

２ 公 的 統 計 は 、 適 切 か つ 合 理 的 な 方 法 に よ り 、 か つ 、 中 立 性 及 び 信 頼 性

が 確 保 さ れ る よ う に 作 成 さ れ な け れ ば な ら な い 。 

３ 公 的 統 計 は 、 広 く 国 民 が 容 易 に 入 手 し 、 効 果 的 に 利 用 で き る も の と し

て 提 供 さ れ な け れ ば な ら な い 。 

４ 公 的 統 計 の 作 成 に 用 い ら れ た 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 に 関 す る 秘

密 は 、 保 護 さ れ な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 基 本 計 画 ） 

第 四 条 政 府 は 、 公 的 統 計 の 整 備 に 関 す る 施 策 の 総 合 的 か つ 計 画 的 な 推 進

を 図 る た め 、 公 的 統 計 の 整 備 に 関 す る 基 本 的 な 計 画 （ 以 下 こ の 条 に お い

て 「 基 本 計 画 」 と い う 。 ） を 定 め な け れ ば な ら な い 。 

２ 基 本 計 画 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。 

 一 公 的 統 計 の 整 備 に 関 す る 施 策 に つ い て の 基 本 的 な 方 針 

 二 公 的 統 計 を 整 備 す る た め に 政 府 が 総 合 的 か つ 計 画 的 に 講 ず べ き 施

策 

 三 そ の 他 公 的 統 計 の 整 備 を 推 進 す る た め に 必 要 な 事 項 

３ 基 本 計 画 を 定 め る に 当 た っ て は 、 公 的 統 計 に つ い て 、 基 幹 統 計 に 係 る

事 項 と そ の 他 の 公 的 統 計 に 係 る 事 項 と を 区 分 し て 記 載 し な け れ ば な ら

な い 。 

 



 4 

４ 総 務 大 臣 は 、 統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 い て 、 基 本 計 画 の 案 を 作 成 し 、 閣

議 の 決 定 を 求 め な け れ ば な ら な い 。 

５ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 基 本 計 画 の 案 を 作 成 し よ う と す る と き

は 、 あ ら か じ め 、 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 国 民 の 意 見 を 反 映 さ

せ る た め に 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

６ 政 府 は 、 統 計 を め ぐ る 社 会 経 済 情 勢 の 変 化 を 勘 案 し 、 及 び 公 的 統 計 の

整 備 に 関 す る 施 策 の 効 果 に 関 す る 評 価 を 踏 ま え 、 お お む ね 五 年 ご と に 、

基 本 計 画 を 変 更 す る も の と す る 。 こ の 場 合 に お い て は 、 前 二 項 の 規 定 を

準 用 す る 。 
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第 二 章 公 的 統 計 の 作 成 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 国 勢 統 計 ） 

第 五 条 総 務 大 臣 は 、 本 邦 に 居 住 し て い る 者 と し て 政 令 で 定 め る 者 に つ い

て 、 人 及 び 世 帯 に 関 す る 全 数 調 査 を 行 い 、 こ れ に 基 づ く 統 計 （ 以 下 こ の

条 に お い て 「 国 勢 統 計 」 と い う 。 ） を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 国 勢 調 査 ） 

第 四 条 政 府 が 本 邦 に 居 住 し て い る 者 と し て 政 令 で 定 め る 者 に つ い て 行

う 人 口 に 関 す る 全 数 調 査 で 、 当 該 調 査 に 係 る 統 計 に つ き 総 務 大 臣 が 指

定 し 、 そ の 旨 を 公 示 し た も の は 、 こ れ を 国 勢 調 査 と い う 。 

２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 に 規 定 す る 全 数 調 査 （ 以 下 「 国 勢 調 査 」 と い う 。 ）

を 十 年 ご と に 行 い 、 国 勢 統 計 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 当

該 国 勢 調 査 を 行 っ た 年 か ら 五 年 目 に 当 た る 年 に は 簡 易 な 方 法 に よ る 国

勢 調 査 を 行 い 、 国 勢 統 計 を 作 成 す る も の と す る 。 

② 国 勢 調 査 は 、 こ れ を 十 年 ご と に 行 わ な け れ ば な ら な い 。 但 し 、 国 勢

調 査 を 行 つ た 年 か ら 五 年 目 に 当 る 年 に は 、 簡 易 な 方 法 に よ り 国 勢 調 査

を 行 う も の と す る 。 

３ 総 務 大 臣 は 、 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、

臨 時 の 国 勢 調 査 を 行 い 、 国 勢 統 計 を 作 成 す る こ と が で き る 。 

③ 総 務 大 臣 は 、 必 要 が あ る と 認 め た と き は 、 前 項 の 期 間 の 中 間 に お い

て 、 臨 時 の 国 勢 調 査 を 行 う こ と が で き る 。 

（ 国 民 経 済 計 算 ） 

第 六 条 内 閣 総 理 大 臣 は 、 国 際 連 合 の 定 め る 国 民 経 済 計 算 の 体 系 に 関 す る

基 準 に 準 拠 し 、 国 民 経 済 計 算 の 作 成 基 準 （ 以 下 こ の 条 に お い て 単 に 「 作

成 基 準 」 と い う 。 ） を 定 め 、 こ れ に 基 づ き 、 毎 年 少 な く と も 一 回 、 国 民

経 済 計 算 を 作 成 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 内 閣 総 理 大 臣 は 、 作 成 基 準 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 統

計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し よ う と す る と

き も 、 同 様 と す る 。 

３ 内 閣 総 理 大 臣 は 、 作 成 基 準 を 定 め た と き は 、 こ れ を 公 示 し な け れ ば な

ら な い 。 こ れ を 変 更 し た と き も 、 同 様 と す る 。 

 

（ 基 幹 統 計 の 指 定 ） 

第 七 条 総 務 大 臣 は 、 第 二 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に よ る 指 定 （ 以 下 こ の 条

に お い て 単 に 「 指 定 」 と い う 。 ） を し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、

当 該 行 政 機 関 の 長 に 協 議 す る と と も に 、 統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ

ば な ら な い 。 

２ 総 務 大 臣 は 、 指 定 を し た と き は 、 そ の 旨 を 公 示 し な け れ ば な ら な い 。

３ 前 二 項 の 規 定 は 、 指 定 の 変 更 又 は 解 除 に つ い て 準 用 す る 。 

（ 指 定 統 計 ） 

第 二 条 こ の 法 律 に お い て 指 定 統 計 と は 、 政 府 若 し く は 地 方 公 共 団 体 が

作 成 す る 統 計 又 は そ の 他 の も の に 委 託 し て 作 成 す る 統 計 で あ つ て 総 務

大 臣 が 指 定 し 、 そ の 旨 を 公 示 し た 統 計 を い う 。 〔 再 掲 〕 
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（ 基 幹 統 計 の 公 表 等 ） 
第 八 条 行 政 機 関 の 長 は 、 基 幹 統 計 を 作 成 し た と き は 、 速 や か に 、 当 該 基

幹 統 計 及 び 基 幹 統 計 に 関 し 政 令 で 定 め る 事 項 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用

そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 し な け れ ば な ら な い 。 

（ 結 果 の 公 表 ） 

第 十 六 条 指 定 統 計 調 査 の 結 果 は 、 速 や か に こ れ を 公 表 し な け れ ば な ら

な い 。 た だ し 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 得 た 場 合 に は 、 こ れ を 公 表 し な い こ

と が で き る 。 

２ 行 政 機 関 の 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 公 表 を し よ う と す る と き は 、 あ ら

か じ め 、 当 該 基 幹 統 計 の 公 表 期 日 及 び 公 表 方 法 を 定 め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト

の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 す る も の と す る 。 

３ 行 政 機 関 の 長 は 、 国 民 が 基 幹 統 計 に 関 す る 情 報 を 常 に 容 易 に 入 手 す る

こ と が で き る よ う 、 当 該 情 報 の 長 期 的 か つ 体 系 的 な 保 存 そ の 他 の 適 切 な

措 置 を 講 ず る も の と す る 。 

 

（ 基 幹 統 計 調 査 の 承 認 ） 

第 九 条 行 政 機 関 の 長 は 、 基 幹 統 計 調 査 を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か じ

め 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 承 認 を 受 け よ う と す る 行 政 機 関 の 長 は 、 次 に 掲 げ る 事 項 を 記 載

し た 申 請 書 を 総 務 大 臣 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 

一 調 査 の 名 称 及 び 目 的 

二 調 査 対 象 の 範 囲 

三 報 告 を 求 め る 事 項 及 び そ の 基 準 と な る 期 日 又 は 期 間 

四 報 告 を 求 め る 者 

五 報 告 を 求 め る た め に 用 い る 方 法 

六 報 告 を 求 め る 期 間 

七 集 計 事 項 

八 調 査 結 果 の 公 表 の 方 法 及 び 期 日 

九 使 用 す る 統 計 基 準 そ の 他 総 務 省 令 で 定 め る 事 項 

３ 前 項 の 申 請 書 に は 、 調 査 票 そ の 他 総 務 省 令 で 定 め る 書 類 を 添 付 し な け

れ ば な ら な い 。 

４ 総 務 大 臣 は 、 第 一 項 の 承 認 の 申 請 が あ っ た と き は 、 統 計 委 員 会 の 意 見

を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 統 計 委 員 会 が 軽 微 な 事 項 と 認 め る も

の に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 

 

（ 指 定 統 計 調 査 の 承 認 及 び 実 施 ） 

第 七 条 指 定 統 計 調 査 を 行 お う と す る 場 合 に は 、 調 査 実 施 者 は 、 そ の 調

査 に 関 し 、 次 に 掲 げ る 事 項 に つ い て 、 あ ら か じ め 総 務 大 臣 の 承 認 を 得

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 第 十 六 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 場 合 に お

い て 、 第 三 号 の 事 項 に つ い て は 、 こ の 限 り で な い 。 

一 目 的 、 事 項 、 範 囲 、 期 日 及 び 方 法 

二 集 計 事 項 及 び 集 計 方 法 

三 結 果 の 公 表 の 方 法 及 び 期 日 

四 関 係 書 類 の 保 存 期 間 及 び 保 存 責 任 者 

五 経 費 の 概 算 そ の 他 総 務 大 臣 が 必 要 と 認 め る 事 項 
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（ 承 認 の 基 準 ） 
第 十 条 総 務 大 臣 は 、 前 条 第 一 項 の 承 認 の 申 請 に 係 る 基 幹 統 計 調 査 が 次 に

掲 げ る 要 件 の す べ て に 適 合 し て い る と 認 め る と き は 、 同 項 の 承 認 を し な

け れ ば な ら な い 。 

一 前 条 第 二 項 第 二 号 か ら 第 六 号 ま で に 掲 げ る 事 項 が 当 該 基 幹 統 計 の

作 成 の 目 的 に 照 ら し て 必 要 か つ 十 分 な も の で あ る こ と 。 

二 統 計 技 術 的 に 合 理 的 か つ 妥 当 な も の で あ る こ と 。 

三 他 の 基 幹 統 計 調 査 と の 間 の 重 複 が 合 理 的 と 認 め ら れ る 範 囲 を 超 え

て い な い も の で あ る こ と 。 

 
（ 基 幹 統 計 調 査 の 変 更 又 は 中 止 ） 

第 十 一 条 行 政 機 関 の 長 は 、 第 九 条 第 一 項 の 承 認 を 受 け た 基 幹 統 計 調 査 を

変 更 し 、 又 は 中 止 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 総 務 大 臣 の 承 認 を

受 け な け れ ば な ら な い 。 

２ 第 九 条 第 四 項 の 規 定 は 前 項 に 規 定 す る 基 幹 統 計 調 査 の 変 更 及 び 中 止

の 承 認 に つ い て 、 前 条 の 規 定 は 同 項 に 規 定 す る 基 幹 統 計 調 査 の 変 更 の 承

認 に つ い て 準 用 す る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 の 承 認 及 び 実 施 ） 

第 七 条  

② 前 項 の 承 認 を 得 た 後 、 調 査 を 中 止 し 、 又 は 承 認 を 得 た 事 項 を 変 更 す

る に は 、 更 に 総 務 大 臣 の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い 。 

（ 措 置 要 求 ） 

第 十 二 条 総 務 大 臣 は 、 第 九 条 第 一 項 の 承 認 に 基 づ い て 行 わ れ て い る 基 幹

統 計 調 査 が 第 十 条 各 号 に 掲 げ る 要 件 の い ず れ か に 適 合 し な く な っ た と

認 め る と き は 、 当 該 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 当 該 基 幹 統 計 調 査 の 変 更 又 は

中 止 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 の 承 認 及 び 実 施 ） 

第 七 条  

③ 総 務 大 臣 は 、 必 要 が あ る と 認 め た と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 若 し く は

地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 に 対 し 、 指 定 統 計 調 査 の 実 施 、 変 更

又 は 中 止 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 の 事 務 の 監 査 ） 

第 九 条 総 務 大 臣 は 、 必 要 と 認 め た と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 の 長 又 は そ

の 他 の も の の 行 う 指 定 統 計 調 査 の 実 施 の 状 況 を 監 査 し 、 改 善 の 必 要 が

あ る と 認 め た と き は 、 こ れ ら の も の に 対 し て 、 そ の 改 善 に つ き 勧 告 す

る こ と が で き る 。 【 後 段 部 分 】 

２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 変 更 又 は 中 止 の 求 め を し よ う と す る と

き は 、 あ ら か じ め 、 統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 
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（ 報 告 義 務 ） 
第 十 三 条 行 政 機 関 の 長 は 、 第 九 条 第 一 項 の 承 認 に 基 づ い て 基 幹 統 計 調 査

を 行 う 場 合 に は 、 基 幹 統 計 の 作 成 の た め に 必 要 な 事 項 に つ い て 、 個 人 又

は 法 人 そ の 他 の 団 体 に 対 し 報 告 を 求 め る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 報 告 を 求 め ら れ た 者 は 、 こ れ を 拒 み 、 又 は 虚 偽 の 報

告 を し て は な ら な い 。 

（ 申 告 義 務 ） 

第 五 条 政 府 、 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 は 、 指 定 統 計 調 査 の た

め 、 人 又 は 法 人 に 対 し て 申 告 を 命 ず る こ と が で き る 。 

３ 第 一 項 の 規 定 に よ り 報 告 を 求 め ら れ た 者 が 、 未 成 年 者 （ 営 業 に 関 し 成

年 者 と 同 一 の 行 為 能 力 を 有 す る 者 を 除 く 。 ） 又 は 成 年 被 後 見 人 で あ る 場

合 に お い て は 、 そ の 法 定 代 理 人 が 本 人 に 代 わ っ て 報 告 す る 義 務 を 負 う 。

② 前 項 の 規 定 に よ り 申 告 を 命 ぜ ら れ た 者 が 、 営 業 に 関 し て 成 年 者 と 同

一 の 行 為 能 力 を 有 し な い 未 成 年 者 若 し く は 成 年 被 後 見 人 で あ る 場 合 又

は 法 人 で あ る 場 合 に は 、 そ の 法 定 代 理 人 又 は 理 事 そ の 他 法 令 の 規 定 に

よ り 法 人 を 代 表 す る 者 が 、 本 人 に 代 わ つ て 、 又 は 本 人 を 代 表 し て 申 告

を す る 義 務 を 負 う 。 

（ 統 計 調 査 員 ） 

第 十 四 条 行 政 機 関 の 長 は 、 そ の 行 う 基 幹 統 計 調 査 の 実 施 の た め 必 要 が あ

る と き は 、 統 計 調 査 員 を 置 く こ と が で き る 。 

（ 統 計 調 査 員 ） 

第 十 二 条 政 府 、 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 は 、 そ の 行 う 指 定 統

計 調 査 の た め に 必 要 が あ る と き は 、 統 計 調 査 員 を 置 く こ と が で き る 。 

（ 立 入 検 査 等 ） 

第 十 五 条 行 政 機 関 の 長 は 、 そ の 行 う 基 幹 統 計 調 査 の 正 確 な 報 告 を 求 め る

た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 基 幹 統 計 調 査 の 報 告 を 求 め ら れ た

者 に 対 し 、 そ の 報 告 に 関 し 資 料 の 提 出 を 求 め 、 又 は そ の 統 計 調 査 員 そ の

他 の 職 員 に 、 必 要 な 場 所 に 立 ち 入 り 、 帳 簿 、 書 類 そ の 他 の 物 件 を 検 査 さ

せ 、 若 し く は 関 係 者 に 質 問 さ せ る こ と が で き る 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 立 入 検 査 を す る 統 計 調 査 員 そ の 他 の 職 員 は 、 そ の 身

分 を 示 す 証 明 書 を 携 帯 し 、 関 係 者 の 請 求 が あ っ た と き は 、 こ れ を 提 示 し

な け れ ば な ら な い 。 

３ 第 一 項 の 規 定 に よ る 権 限 は 、 犯 罪 捜 査 の た め に 認 め ら れ た も の と 解 釈

し て は な ら な い 。 
（ 実 地 調 査 ） 

第 十 三 条 統 計 官 、 統 計 主 事 そ の 他 指 定 統 計 調 査 に 関 す る 事 務 に 従 事 す

る 者 及 び 統 計 調 査 員 は 、 指 定 統 計 調 査 の た め 、 必 要 な 場 所 に 立 ち 入 り 、

あ ら か じ め 総 務 大 臣 の 承 認 を 得 た 事 項 に つ い て 、 検 査 を な し 、 調 査 資

料 の 提 供 を 求 め 、 又 は 関 係 者 に 対 し 質 問 を す る こ と が で き る 。 こ の 場

合 に は 、 そ の 職 務 を 示 す 証 票 を 示 さ な け れ ば な ら な い 。 

（ 地 方 公 共 団 体 が 処 理 す る 事 務 ） 

第 十 六 条 基 幹 統 計 調 査 に 関 す る 事 務 の 一 部 は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ

り 、 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 が 行 う こ と と す る こ と が で き る 。

 

 

（ 地 方 公 共 団 体 が 処 理 す る 政 府 の 指 定 統 計 調 査 に 関 す る 事 務 ） 
第 十 八 条 政 府 が 行 う 指 定 統 計 調 査 に 関 す る 事 務 の 一 部 は 、 政 令 で 定 め

る と こ ろ に よ り 、 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 が 行 う こ と と す る

こ と が で き る 。 
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（ 基 幹 統 計 調 査 と 誤 認 さ せ る 調 査 の 禁 止 ） 
第 十 七 条 何 人 も 、 国 勢 調 査 そ の 他 の 基 幹 統 計 調 査 の 報 告 の 求 め で あ る と

人 を 誤 認 さ せ る よ う な 表 示 又 は 説 明 を す る こ と に よ り 、 当 該 求 め に 対 す

る 報 告 と し て 、 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 情 報 を 取 得 し て は な ら な

い 。 

 
（ 命 令 へ の 委 任 ） 

第 十 八 条 こ の 法 律 に 定 め る も の の ほ か 、 基 幹 統 計 調 査 の 実 施 に 関 し 必 要

な 事 項 は 、 命 令 で 定 め る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 ） 

第 三 条 

② こ の 法 律 に 定 め る も の の 外 、 指 定 統 計 調 査 に つ い て 必 要 な 事 項 は 、

命 令 （ 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 の 定 め る 規 則 を 含 む 。 ） で こ れ

を 定 め る 。 

（ 統 計 調 査 員 ） 

第 十 二 条 

② 統 計 調 査 員 に 関 す る 事 項 は 、 命 令 （ 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員

会 の 定 め る 規 則 を 含 む 。 ） で こ れ を 定 め る 。 

（ 一 般 統 計 調 査 の 承 認 ） 

第 十 九 条 行 政 機 関 の 長 は 、 一 般 統 計 調 査 を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か

じ め 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け な け れ ば な ら な い 。 

２ 第 九 条 第 二 項 及 び 第 三 項 の 規 定 は 、 前 項 の 承 認 に つ い て 準 用 す る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 ） 

第 八 条 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 を 行 う 場 合 に は 、 調 査 実 施 者 は 、

そ の 調 査 に 関 し 、 前 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 項 を 総 務 大 臣 に 届 け 出

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 統 計 報 告 調 整 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百

四 十 八 号 ） の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け た 場 合 は 、 こ の 限 り で

な い 。 

② 前 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 る べ き 統 計 調 査 の 範 囲 そ の 他 の 事 項 に つ い

て は 、 政 令 で こ れ を 定 め る 。 

（ 承 認 の 基 準 ） 

第 二 十 条 総 務 大 臣 は 、 前 条 第 一 項 の 承 認 の 申 請 に 係 る 一 般 統 計 調 査 が 次

に 掲 げ る 要 件 の す べ て に 適 合 し て い る と 認 め る と き は 、 同 項 の 承 認 を し

な け れ ば な ら な い 。 

一 統 計 技 術 的 に 合 理 的 か つ 妥 当 な も の で あ る こ と 。 

二 行 政 機 関 が 行 う 他 の 統 計 調 査 と の 間 の 重 複 が 合 理 的 と 認 め ら れ る

範 囲 を 超 え て い な い も の で あ る こ と 。 
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（ 一 般 統 計 調 査 の 変 更 又 は 中 止 ） 
第 二 十 一 条 行 政 機 関 の 長 は 、 第 十 九 条 第 一 項 の 承 認 を 受 け た 一 般 統 計 調

査 を 変 更 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け な け

れ ば な ら な い 。 た だ し 、 総 務 省 令 で 定 め る 軽 微 な 変 更 を し よ う と す る と

き は 、 こ の 限 り で な い 。 

２ 前 条 の 規 定 は 、 前 項 に 規 定 す る 一 般 統 計 調 査 の 変 更 の 承 認 に つ い て 準

用 す る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 ） 

第 八 条 

② 前 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 る べ き 統 計 調 査 の 範 囲 そ の 他 の 事 項 に つ い

て は 、 政 令 で こ れ を 定 め る 。 〔 再 掲 〕 

３ 行 政 機 関 の 長 は 、 第 十 九 条 第 一 項 の 承 認 を 受 け た 一 般 統 計 調 査 を 中 止

し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 総 務 大 臣 に そ の 旨 を 通 知 し な け れ ば

な ら な い 。 

（ 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 ） 

第 八 条 

② 前 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 る べ き 統 計 調 査 の 範 囲 そ の 他 の 事 項 に つ い

て は 、 政 令 で こ れ を 定 め る 。 〔 再 掲 〕 

（ 一 般 統 計 調 査 の 改 善 の 要 求 ） 

第 二 十 二 条 総 務 大 臣 は 、 第 十 九 条 第 一 項 の 承 認 に 基 づ い て 行 わ れ て い る

一 般 統 計 調 査 が 第 二 十 条 各 号 に 掲 げ る 要 件 の い ず れ か に 適 合 し な く な

っ た と 認 め る と き は 、 当 該 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 報 告 を 求 め る 事 項 の 変

更 そ の 他 当 該 要 件 に 適 合 す る た め に 必 要 な 措 置 を と る べ き こ と を 求 め

る こ と が で き る 。 

２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 行 政 機 関 の 長 が 同 項 の 規 定 に よ る 求 め に 応 じ な か

っ た と き は 、 当 該 一 般 統 計 調 査 の 中 止 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 ） 

第 八 条 

③ 総 務 大 臣 は 、 必 要 と 認 め た と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 若 し く は 地 方 公

共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 に 対 し 、 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 の 変

更 又 は 中 止 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 一 般 統 計 調 査 の 結 果 の 公 表 等 ） 

第 二 十 三 条 行 政 機 関 の 長 は 、 一 般 統 計 調 査 の 結 果 を 作 成 し た と き は 、 速

や か に 、 当 該 一 般 統 計 調 査 の 結 果 及 び 一 般 統 計 調 査 に 関 し 政 令 で 定 め る

事 項 を 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の 利 用 そ の 他 の 適 切 な 方 法 に よ り 公 表 し な け れ

ば な ら な い 。 た だ し 、 特 別 の 事 情 が あ る と き は 、 そ の 全 部 又 は 一 部 を 公

表 し な い こ と が で き る 。 

２ 第 八 条 第 三 項 の 規 定 は 、 一 般 統 計 調 査 の 結 果 に 関 す る 情 報 に つ い て 準

用 す る 。 
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（ 地 方 公 共 団 体 が 行 う 統 計 調 査 ） 
第 二 十 四 条 地 方 公 共 団 体 （ 地 方 公 共 団 体 の 規 模 を 勘 案 し て 政 令 で 定 め る

も の に 限 る 。 第 三 十 条 、 第 四 十 一 条 第 五 号 及 び 第 六 号 並 び に 第 五 十 三 条

を 除 き 、 以 下 同 じ 。 ） の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 は 、 統 計 調 査 を 行 お う と す

る と き は 、 あ ら か じ め 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 次 に 掲 げ る 事 項 を

総 務 大 臣 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し よ う と す る と き も 、

同 様 と す る 。 

一 調 査 の 名 称 及 び 目 的 

二 調 査 対 象 の 範 囲 

三 報 告 を 求 め る 事 項 及 び そ の 基 準 と な る 期 日 又 は 期 間 

四 報 告 を 求 め る 者 

五 報 告 を 求 め る た め に 用 い る 方 法 

六 報 告 を 求 め る 期 間 

（ 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 ） 

第 八 条 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 を 行 う 場 合 に は 、 調 査 実 施 者 は 、

そ の 調 査 に 関 し 、 前 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 項 を 総 務 大 臣 に 届 け 出

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 統 計 報 告 調 整 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百

四 十 八 号 ） の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け た 場 合 は 、 こ の 限 り で

な い 。 〔 再 掲 〕 

② 前 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 る べ き 統 計 調 査 の 範 囲 そ の 他 の 事 項 に つ い

て は 、 政 令 で こ れ を 定 め る 。 〔 再 掲 〕 

２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 届 出 の あ っ た 統 計 調 査 が 基 幹 統 計 調 査

の 実 施 に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 地 方 公 共 団 体

の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 に 対 し 、 当 該 届 出 の あ っ た 統 計 調 査 の 変 更 又 は 中

止 を 求 め る こ と が で き る 。 

③ 総 務 大 臣 は 、 必 要 と 認 め た と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 若 し く は 地 方 公

共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 に 対 し 、 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 の 変

更 又 は 中 止 を 求 め る こ と が で き る 。 〔 再 掲 〕 

（ 独 立 行 政 法 人 等 が 行 う 統 計 調 査 ） 

第 二 十 五 条 独 立 行 政 法 人 等 （ そ の 業 務 の 内 容 そ の 他 の 事 情 を 勘 案 し て 大

規 模 な 統 計 調 査 を 行 う こ と が 想 定 さ れ る も の と し て 政 令 で 定 め る も の

に 限 る 。 ） は 、 統 計 調 査 を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 政 令 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 前 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 事 項 を 総 務 大 臣 に 届 け 出 な

け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 ） 

第 八 条 指 定 統 計 調 査 以 外 の 統 計 調 査 を 行 う 場 合 に は 、 調 査 実 施 者 は 、

そ の 調 査 に 関 し 、 前 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 事 項 を 総 務 大 臣 に 届 け 出

な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 統 計 報 告 調 整 法 （ 昭 和 二 十 七 年 法 律 第 百

四 十 八 号 ） の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け た 場 合 は 、 こ の 限 り で

な い 。 〔 再 掲 〕 

② 前 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 る べ き 統 計 調 査 の 範 囲 そ の 他 の 事 項 に つ い

て は 、 政 令 で こ れ を 定 め る 。 〔 再 掲 〕 

（ 基 幹 統 計 の 作 成 方 法 の 通 知 等 ） 

第 二 十 六 条 行 政 機 関 の 長 は 、 統 計 調 査 以 外 の 方 法 に よ り 基 幹 統 計 を 作 成

す る 場 合 に は 、 そ の 作 成 の 方 法 に つ い て 、 あ ら か じ め 、 総 務 大 臣 に 通 知

し な け れ ば な ら な い 。 当 該 作 成 の 方 法 を 変 更 し よ う と す る と き （ 政 令 で

定 め る 軽 微 な 変 更 を し よ う と す る と き を 除 く 。 ） も 、 同 様 と す る 。 
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２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 通 知 が あ っ た 基 幹 統 計 の 作 成 の 方 法 を

改 善 す る 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 当 該 行 政 機 関 の 長 に 意 見 を 述 べ る

こ と が で き る 。 

３ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 意 見 を 述 べ よ う と す る と き は 、 あ ら か

じ め 、 統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 

（ 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス の 整 備 ） 

第 二 十 七 条 総 務 大 臣 は 、 行 政 機 関 、 地 方 公 共 団 体 及 び 第 二 十 五 条 の 規 定

に よ る 届 出 を 行 っ た 独 立 行 政 法 人 等 （ 以 下 「 届 出 独 立 行 政 法 人 等 」 と い

う 。 ） に よ る 正 確 か つ 効 率 的 な 統 計 の 作 成 及 び 統 計 調 査 に お け る 被 調 査

者 の 負 担 の 軽 減 に 資 す る こ と を 目 的 と し て 、 基 幹 統 計 調 査 又 は 一 般 統 計

調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 の 利 用 、 法 人 そ の 他 の 団 体 に 対 す る 照 会 そ の 他 の

方 法 に よ り 、 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス を 整 備 す る も の と す る 。 

２ 行 政 機 関 の 長 、 地 方 公 共 団 体 の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 又 は 届 出 独 立 行 政

法 人 等 は 、 次 に 掲 げ る 目 的 の た め 、 総 務 大 臣 か ら 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ

ー ス に 記 録 さ れ て い る 情 報 の 提 供 を 受 け る こ と が で き る 。 

一 そ の 行 う 事 業 所 に 関 す る 統 計 調 査 の 対 象 の 抽 出 

二 事 業 所 に 関 す る 統 計 の 作 成 

 

（ 統 計 基 準 の 設 定 ） 

第 二 十 八 条 総 務 大 臣 は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 統 計 基 準 を 定 め な

け れ ば な ら な い 。 

２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 統 計 基 準 を 定 め よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、

統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し 、 又 は 廃 止 し

よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 

３ 総 務 大 臣 は 、 第 一 項 の 統 計 基 準 を 定 め た と き は 、 こ れ を 公 示 し な け れ

ば な ら な い 。 こ れ を 変 更 し 、 又 は 廃 止 し た と き も 、 同 様 と す る 。 
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（ 協 力 の 要 請 ） 
第 二 十 九 条 行 政 機 関 の 長 は 、 他 の 行 政 機 関 が 保 有 す る 行 政 記 録 情 報 を 用

い る こ と に よ り 正 確 か つ 効 率 的 な 統 計 の 作 成 又 は 統 計 調 査 に お け る 被

調 査 者 の 負 担 の 軽 減 に 相 当 程 度 寄 与 す る と 認 め る と き は 、 当 該 行 政 記 録

情 報 を 保 有 す る 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 そ の 提 供 を 求 め る こ と が で き る 。

こ の 場 合 に お い て 、 行 政 記 録 情 報 の 提 供 を 求 め る 行 政 機 関 の 長 は 、 当 該

行 政 記 録 情 報 を 保 有 す る 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 利 用 目 的 そ の 他 の 政 令 で

定 め る 事 項 を 明 示 し な け れ ば な ら な い 。 

２ 行 政 機 関 の 長 は 、 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 基 幹 統 計 調 査 を 円 滑 に 行

う た め そ の 他 基 幹 統 計 を 作 成 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 他 の

行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 調 査 、 報 告 そ の 他 の 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。

（ 指 定 統 計 調 査 の 実 施 に 対 す る 協 力 ） 

第 十 七 条 指 定 統 計 調 査 の 実 施 者 が 、 そ の 指 定 統 計 調 査 を 行 う に 際 し て

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 の 長 又 は そ の 他 の も の に

対 し 、 調 査 、 報 告 そ の 他 の 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。 

第 三 十 条 行 政 機 関 の 長 は 、 前 条 に 定 め る も の の ほ か 、 基 幹 統 計 調 査 を 円

滑 に 行 う た め そ の 他 基 幹 統 計 を 作 成 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き

は 、 地 方 公 共 団 体 の 長 そ の 他 の 関 係 者 に 対 し 、 協 力 を 求 め る こ と が で き

る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 の 実 施 に 対 す る 協 力 ） 

第 十 七 条 指 定 統 計 調 査 の 実 施 者 が 、 そ の 指 定 統 計 調 査 を 行 う に 際 し て

必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 の 長 又 は そ の 他 の も の に

対 し 、 調 査 、 報 告 そ の 他 の 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。 〔 再 掲 〕 

第 三 十 一 条 総 務 大 臣 は 、 基 幹 統 計 の 作 成 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き

は 、 当 該 基 幹 統 計 を 作 成 す る 行 政 機 関 以 外 の 行 政 機 関 の 長 そ の 他 の 関 係

者 に 対 し 、 当 該 基 幹 統 計 を 作 成 す る 行 政 機 関 の 長 へ の 必 要 な 資 料 の 提 供

そ の 他 の 協 力 を 行 う よ う 求 め る こ と が で き る 。 

２ 総 務 大 臣 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 求 め を 行 お う と す る と き は 、 あ ら か じ

め 、 統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ ば な ら な い 。 
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第 三 章 調 査 票 情 報 等 の 利 用 及 び 提 供 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 調 査 票 情 報 の 二 次 利 用 ） 

第 三 十 二 条 行 政 機 関 の 長 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 次 に 掲 げ る 場 合 に

は 、 そ の 行 っ た 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 を 利 用 す る こ と が で き る 。 

一 統 計 の 作 成 又 は 統 計 的 研 究 （ 以 下 「 統 計 の 作 成 等 」 と い う 。 ） を 行

う 場 合 

二 統 計 を 作 成 す る た め の 調 査 に 係 る 名 簿 を 作 成 す る 場 合 

第 十 五 条  

② 前 項 の 規 定 は 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 得 て 使 用 の 目 的 を 公 示 し た も の に

つ い て は 、 こ れ を 適 用 し な い 。 

第 十 五 条 の 二  

② 前 項 の 規 定 は 、 届 出 統 計 調 査 又 は 報 告 徴 集 の 実 施 者 が 、 被 調 査 者 又

は 報 告 を 求 め ら れ た 者 を 識 別 す る こ と が で き な い 方 法 で 調 査 票 又 は 統

計 報 告 を 使 用 し 、 又 は 使 用 さ せ る こ と を 妨 げ る も の で は な い 。 

（ 調 査 票 情 報 の 提 供 ） 

第 三 十 三 条 行 政 機 関 の 長 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 次 の 各 号 に 掲 げ る

者 が 当 該 各 号 に 定 め る 行 為 を 行 う 場 合 に は 、 そ の 行 っ た 統 計 調 査 に 係 る

調 査 票 情 報 を 、 こ れ ら の 者 に 提 供 す る こ と が で き る 。 

一 行 政 機 関 等 そ の 他 こ れ に 準 ず る 者 と し て 総 務 省 令 で 定 め る 者 統

計 の 作 成 等 又 は 統 計 を 作 成 す る た め の 調 査 に 係 る 名 簿 の 作 成 

二 前 号 に 掲 げ る 者 が 行 う 統 計 の 作 成 等 と 同 等 の 公 益 性 を 有 す る 統 計

の 作 成 等 と し て 総 務 省 令 で 定 め る も の を 行 う 者 当 該 総 務 省 令 で 定

め る 統 計 の 作 成 等 

第 十 五 条 

② 前 項 の 規 定 は 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 得 て 使 用 の 目 的 を 公 示 し た も の に

つ い て は 、 こ れ を 適 用 し な い 。 〔 再 掲 〕 

第 十 五 条 の 二 

② 前 項 の 規 定 は 、 届 出 統 計 調 査 又 は 報 告 徴 集 の 実 施 者 が 、 被 調 査 者 又

は 報 告 を 求 め ら れ た 者 を 識 別 す る こ と が で き な い 方 法 で 調 査 票 又 は 統

計 報 告 を 使 用 し 、 又 は 使 用 さ せ る こ と を 妨 げ る も の で は な い 。 〔 再 掲 〕 

（ 委 託 に よ る 統 計 の 作 成 等 ） 

第 三 十 四 条 行 政 機 関 の 長 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 そ の 業 務 の 遂 行 に

支 障 の な い 範 囲 内 に お い て 、 学 術 研 究 の 発 展 に 資 す る と 認 め る 場 合 そ の

他 の 総 務 省 令 で 定 め る 場 合 に は 、 総 務 省 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 一 般

か ら の 委 託 に 応 じ 、 そ の 行 っ た 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 を 利 用 し て 、

統 計 の 作 成 等 を 行 う こ と が で き る 。 

 

（ 匿 名 デ ー タ の 作 成 ） 

第 三 十 五 条 行 政 機 関 の 長 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 そ の 行 っ た 統 計 調

査 に 係 る 調 査 票 情 報 を 加 工 し て 、 匿 名 デ ー タ を 作 成 す る こ と が で き る 。

２ 行 政 機 関 の 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 基 幹 統 計 調 査 に 係 る 匿 名 デ ー タ を

作 成 し よ う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 統 計 委 員 会 の 意 見 を 聴 か な け れ
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ば な ら な い 。 
（ 匿 名 デ ー タ の 提 供 ） 

第 三 十 六 条 行 政 機 関 の 長 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 学 術 研 究 の 発 展 に

資 す る と 認 め る 場 合 そ の 他 の 総 務 省 令 で 定 め る 場 合 に は 、 総 務 省 令 で 定

め る と こ ろ に よ り 、 一 般 か ら の 求 め に 応 じ 、 前 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 作

成 し た 匿 名 デ ー タ を 提 供 す る こ と が で き る 。 

 
（ 事 務 の 委 託 ） 

第 三 十 七 条 行 政 機 関 の 長 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 そ の 行 っ た 統 計 調

査 に 係 る 調 査 票 情 報 に 関 し 第 三 十 四 条 又 は 前 条 の 規 定 に 基 づ き 行 う 事

務 の 全 部 を 委 託 す る と き は 、 そ の 業 務 の 内 容 そ の 他 の 事 情 を 勘 案 し て 政

令 で 定 め る 独 立 行 政 法 人 等 に 委 託 し な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 手 数 料 ） 

第 三 十 八 条 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ り 行 政 機 関 の 長 に 委 託 を す る 者 又 は

第 三 十 六 条 の 規 定 に よ り 行 政 機 関 の 長 が 作 成 し た 匿 名 デ ー タ の 提 供 を

受 け る 者 は 、 実 費 を 勘 案 し て 政 令 で 定 め る 額 の 手 数 料 を 国 （ 前 条 の 規 定

に よ る 委 託 を 受 け た 独 立 行 政 法 人 等 （ 以 下 こ の 条 に お い て 「 受 託 独 立 行

政 法 人 等 」 と い う 。 ） が 第 三 十 四 条 又 は 第 三 十 六 条 の 規 定 に 基 づ き 行 う

事 務 の 全 部 を 行 う 場 合 に あ っ て は 、 当 該 受 託 独 立 行 政 法 人 等 ） に 納 め な

け れ ば な ら な い 。 

２ 前 項 の 規 定 に よ り 受 託 独 立 行 政 法 人 等 に 納 め ら れ た 手 数 料 は 、 当 該 受

託 独 立 行 政 法 人 等 の 収 入 と す る 。 

３ 第 三 十 四 条 の 規 定 に よ り 届 出 独 立 行 政 法 人 等 に 委 託 を す る 者 又 は 第

三 十 六 条 の 規 定 に よ り 届 出 独 立 行 政 法 人 等 が 作 成 し た 匿 名 デ ー タ の 提

供 を 受 け る 者 は 、 実 費 を 勘 案 し て 、 か つ 、 第 一 項 の 手 数 料 の 額 を 参 酌 し

て 届 出 独 立 行 政 法 人 等 が 定 め る 額 の 手 数 料 を 当 該 届 出 独 立 行 政 法 人 等

に 納 め な け れ ば な ら な い 。 

４ 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 手 数 料 の 額 の 定 め を 一 般 の

閲 覧 に 供 し な け れ ば な ら な い 。 
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第 四 章 調 査 票 情 報 等 の 保 護 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 調 査 票 情 報 等 の 適 正 な 管 理 ） 

第 三 十 九 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 情 報 を 適 正 に 管 理

す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

一 行 政 機 関 の 長 当 該 行 政 機 関 の 行 っ た 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 、

第 二 十 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 利 用 す る 基 幹 統 計 調 査 又 は 一 般 統 計

調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 、 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス に 記 録 さ れ て い る

情 報 、 第 二 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 他 の 行 政 機 関 か ら 提 供 を 受 け た

行 政 記 録 情 報 及 び 第 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 作 成 し た 匿 名 デ ー

タ 

二 地 方 公 共 団 体 の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 当 該 地 方 公 共 団 体 の 行 っ た

統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 及 び 第 二 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 総 務

大 臣 か ら 提 供 を 受 け た 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス に 記 録 さ れ て い る

情 報 

三 届 出 独 立 行 政 法 人 等 当 該 届 出 独 立 行 政 法 人 等 の 行 っ た 統 計 調 査

に 係 る 調 査 票 情 報 、 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス に 記 録 さ れ て い る 情 報

及 び 第 三 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 作 成 し た 匿 名 デ ー タ 

２ 前 項 の 規 定 は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 者 か ら 当 該 各 号 に 定 め る 情 報 の 取 扱

い に 関 す る 業 務 の 委 託 を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託 に 係 る 業 務 を 受 託

し た 者 に つ い て 準 用 す る 。 

（ 調 査 票 等 の 管 理 ） 

第 十 五 条 の 三 指 定 統 計 調 査 、 届 出 統 計 調 査 及 び 報 告 徴 集 の 実 施 者 は 、

統 計 調 査 に よ つ て 集 め ら れ た 調 査 票 、 報 告 徴 集 に よ つ て 得 ら れ た 統 計

報 告 そ の 他 の 関 係 書 類 を 適 正 に 管 理 す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け

れ ば な ら な い 。 

（ 地 方 公 共 団 体 の 責 務 ） 

第 十 五 条 の 四 地 方 公 共 団 体 は 、 届 出 統 計 調 査 に よ つ て 集 め ら れ た 調 査

票 そ の 他 の 関 係 書 類 の 適 正 な 使 用 及 び 管 理 に 努 め な け れ ば な ら な い 。 

（ 調 査 票 情 報 等 の 利 用 制 限 ） 

第 四 十 条 行 政 機 関 の 長 、 地 方 公 共 団 体 の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 又 は 届 出 独

立 行 政 法 人 等 は 、 こ の 法 律 （ 地 方 公 共 団 体 の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 に あ っ

て は 、 こ の 法 律 又 は 当 該 地 方 公 共 団 体 の 条 例 ） に 特 別 の 定 め が あ る 場 合

を 除 き 、 そ の 行 っ た 統 計 調 査 の 目 的 以 外 の 目 的 の た め に 、 当 該 統 計 調 査

に 係 る 調 査 票 情 報 を 自 ら 利 用 し 、 又 は 提 供 し て は な ら な い 。 

 

 

第 十 五 条 何 人 も 、 指 定 統 計 を 作 成 す る た め に 集 め ら れ た 調 査 票 を 、 統

計 上 の 目 的 以 外 に 使 用 し て は な ら な い 。 

第 十 五 条 の 二 何 人 も 、 届 出 統 計 調 査 （ 地 方 公 共 団 体 が 行 う も の を 除 く 。

次 条 に お い て 同 じ 。 ） に よ つ て 集 め ら れ た 調 査 票 及 び 報 告 徴 集 に よ つ て

得 ら れ た 統 計 報 告 （ 統 計 報 告 調 整 法 第 四 条 第 二 項 に 規 定 す る 申 請 書 に

記 載 さ れ た 専 ら 統 計 を 作 成 す る た め に 用 い ら れ る 事 項 に 係 る 部 分 に 限

る 。 ） を 、 統 計 上 の 目 的 以 外 に 使 用 し て は な ら な い 。 

（ 地 方 公 共 団 体 の 責 務 ） 
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２ 第 二 十 七 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 か ら 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ

ー ス に 記 録 さ れ て い る 情 報 の 提 供 を 受 け た 行 政 機 関 の 長 、 地 方 公 共 団 体

の 長 そ の 他 の 執 行 機 関 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 目

的 以 外 の 目 的 の た め に 、 当 該 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス に 記 録 さ れ て い

る 情 報 を 自 ら 利 用 し 、 又 は 提 供 し て は な ら な い 。 

３ 第 二 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 行 政 記 録 情 報 の 提 供 を 受 け た 行 政 機

関 の 長 は 、 当 該 行 政 記 録 情 報 を 同 項 の 規 定 に よ り 明 示 し た 利 用 目 的 以 外

の 目 的 の た め に 自 ら 利 用 し 、 又 は 提 供 し て は な ら な い 。 

第 十 五 条 の 四 地 方 公 共 団 体 は 、 届 出 統 計 調 査 に よ つ て 集 め ら れ た 調 査

票 そ の 他 の 関 係 書 類 の 適 正 な 使 用 及 び 管 理 に 努 め な け れ ば な ら な い 。

〔 再 掲 〕 

（ 守 秘 義 務 ） 

第 四 十 一 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 業 務 に 関 し て 知 り

得 た 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 

一 第 三 十 九 条 第 一 項 第 一 号 に 定 め る 情 報 の 取 扱 い に 従 事 す る 行 政 機

関 の 職 員 又 は 職 員 で あ っ た 者 当 該 情 報 を 取 り 扱 う 業 務 

二 第 三 十 九 条 第 一 項 第 二 号 に 定 め る 情 報 の 取 扱 い に 従 事 す る 地 方 公

共 団 体 の 職 員 又 は 職 員 で あ っ た 者 当 該 情 報 を 取 り 扱 う 業 務 

三 第 三 十 九 条 第 一 項 第 三 号 に 定 め る 情 報 の 取 扱 い に 従 事 す る 届 出 独

立 行 政 法 人 等 の 役 員 若 し く は 職 員 又 は こ れ ら の 職 に あ っ た 者 当 該

情 報 を 取 り 扱 う 業 務 

四 行 政 機 関 、 地 方 公 共 団 体 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 か ら 前 三 号 の 情 報

の 取 扱 い に 関 す る 業 務 の 委 託 を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託 に 係 る 業

務 に 従 事 す る 者 又 は 従 事 し て い た 者 当 該 委 託 に 係 る 業 務 

五 地 方 公 共 団 体 が 第 十 六 条 の 規 定 に よ り 基 幹 統 計 調 査 に 関 す る 事 務

の 一 部 を 行 う こ と と さ れ た 場 合 に お い て 、 基 幹 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票

情 報 、 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー ス に 記 録 さ れ て い る 情 報 及 び 第 二 十 九

条 第 一 項 の 規 定 に よ り 他 の 行 政 機 関 か ら 提 供 を 受 け た 行 政 記 録 情 報

の 取 扱 い に 従 事 す る 当 該 地 方 公 共 団 体 の 職 員 又 は 職 員 で あ っ た 者

当 該 情 報 を 取 り 扱 う 業 務 

六 前 号 に 規 定 す る 地 方 公 共 団 体 か ら 同 号 の 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 業

務 の 委 託 を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託 に 係 る 業 務 に 従 事 す る 者 又 は

従 事 し て い た 者 当 該 委 託 に 係 る 業 務 

（ 秘 密 の 保 護 ） 

第 十 四 条 指 定 統 計 調 査 、 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 に 届 け 出

ら れ た 統 計 調 査 （ 以 下 「 届 出 統 計 調 査 」 と い う 。 ） 及 び 統 計 報 告 調 整 法

の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け た 統 計 報 告 の 徴 集 （ 以 下 「 報 告 徴

集 」 と い う 。 ） の 結 果 知 ら れ た 人 、 法 人 又 は そ の 他 の 団 体 の 秘 密 に 属 す

る 事 項 に つ い て は 、 そ の 秘 密 は 、 保 護 さ れ な け れ ば な ら な い 。 
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（ 調 査 票 情 報 等 の 提 供 を 受 け た 者 に よ る 適 正 な 管 理 ） 
第 四 十 二 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 情 報 を 適 正 に 管 理

す る た め に 必 要 な 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

一 第 三 十 三 条 の 規 定 に よ り 調 査 票 情 報 の 提 供 を 受 け た 者 当 該 調 査

票 情 報 

二 第 三 十 六 条 の 規 定 に よ り 匿 名 デ ー タ の 提 供 を 受 け た 者 当 該 匿 名

デ ー タ 

２ 前 項 の 規 定 は 、 同 項 各 号 に 掲 げ る 者 か ら 当 該 各 号 に 定 め る 情 報 の 取 扱

い に 関 す る 業 務 の 委 託 を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託 に 係 る 業 務 を 受 託

し た 者 に つ い て 準 用 す る 。 

 
（ 調 査 票 情 報 の 提 供 を 受 け た 者 の 守 秘 義 務 等 ） 

第 四 十 三 条 次 の 各 号 に 掲 げ る 者 は 、 当 該 各 号 に 定 め る 業 務 に 関 し て 知 り

得 た 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 秘 密 を 漏 ら し て は な ら な い 。 

一 前 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 者 で あ っ て 、 同 号 に 定 め る 調 査 票 情 報 の

取 扱 い に 従 事 す る 者 又 は 従 事 し て い た 者 当 該 調 査 票 情 報 を 取 り 扱

う 業 務 

二 前 条 第 一 項 第 一 号 に 掲 げ る 者 か ら 同 号 に 定 め る 調 査 票 情 報 の 取 扱

い に 関 す る 業 務 の 委 託 を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託 に 係 る 業 務 に 従

事 す る 者 又 は 従 事 し て い た 者 当 該 委 託 に 係 る 業 務 

２ 第 三 十 三 条 の 規 定 に よ り 調 査 票 情 報 の 提 供 を 受 け た 者 若 し く は 第 三

十 六 条 の 規 定 に よ り 匿 名 デ ー タ の 提 供 を 受 け た 者 又 は こ れ ら の 者 か ら

当 該 調 査 票 情 報 若 し く は 当 該 匿 名 デ ー タ の 取 扱 い に 関 す る 業 務 の 委 託

を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託 に 係 る 業 務 に 従 事 す る 者 若 し く は 従 事 し

て い た 者 は 、 当 該 調 査 票 情 報 又 は 当 該 匿 名 デ ー タ を そ の 提 供 を 受 け た

目 的 以 外 の 目 的 の た め に 自 ら 利 用 し 、 又 は 提 供 し て は な ら な い 。 
（ 秘 密 の 保 護 ） 

第 十 四 条 指 定 統 計 調 査 、 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 に 届 け 出

ら れ た 統 計 調 査 （ 以 下 「 届 出 統 計 調 査 」 と い う 。 ） 及 び 統 計 報 告 調 整 法

の 規 定 に よ り 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け た 統 計 報 告 の 徴 集 （ 以 下 「 報 告 徴

集 」 と い う 。 ） の 結 果 知 ら れ た 人 、 法 人 又 は そ の 他 の 団 体 の 秘 密 に 属 す

る 事 項 に つ い て は 、 そ の 秘 密 は 、 保 護 さ れ な け れ ば な ら な い 。 〔 再 掲 〕 
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第 五 章 統 計 委 員 会 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 設 置 ） 

第 四 十 四 条 内 閣 府 に 、 統 計 委 員 会 （ 以 下 「 委 員 会 」 と い う 。 ） を 置 く 。

（ 所 掌 事 務 ） 

第 四 十 五 条 委 員 会 は 、 こ の 法 律 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事

項 を 処 理 す る 。 

（ 組 織 ） 

第 四 十 六 条 委 員 会 は 、 委 員 十 三 人 以 内 で 組 織 す る 。 

２ 委 員 会 に 、 特 別 の 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 必 要 が あ る と き は 、 臨 時

委 員 を 置 く こ と が で き る 。 

３ 委 員 会 に 、 専 門 の 事 項 を 調 査 さ せ る た め 必 要 が あ る と き は 、 専 門 委 員

を 置 く こ と が で き る 。 

（ 委 員 等 の 任 命 ） 

第 四 十 七 条 委 員 及 び 臨 時 委 員 は 、 学 識 経 験 の あ る 者 の う ち か ら 、 内 閣 総

理 大 臣 が 任 命 す る 。 

２ 専 門 委 員 は 、 当 該 専 門 の 事 項 に 関 し 学 識 経 験 の あ る 者 の う ち か ら 、 内

閣 総 理 大 臣 が 任 命 す る 。 

（ 委 員 の 任 期 等 ） 

第 四 十 八 条 委 員 の 任 期 は 、 二 年 と す る 。 た だ し 、 補 欠 の 委 員 の 任 期 は 、

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。 

２ 委 員 は 、 再 任 さ れ る こ と が で き る 。 

３ 臨 時 委 員 は 、 そ の 者 の 任 命 に 係 る 当 該 特 別 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 が

終 了 し た と き は 、 解 任 さ れ る も の と す る 。 

４ 専 門 委 員 は 、 そ の 者 の 任 命 に 係 る 当 該 専 門 の 事 項 に 関 す る 調 査 が 終 了

し た と き は 、 解 任 さ れ る も の と す る 。 

５ 委 員 、 臨 時 委 員 及 び 専 門 委 員 は 、 非 常 勤 と す る 。 

（ 委 員 長 ） 

第 四 十 九 条 委 員 会 に 、 委 員 長 を 置 き 、 委 員 の 互 選 に よ り 選 任 す る 。 
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２ 委 員 長 は 、 会 務 を 総 理 し 、 委 員 会 を 代 表 す る 。 
３ 委 員 長 に 事 故 が あ る と き は 、 あ ら か じ め そ の 指 名 す る 委 員 が 、 そ の 職

務 を 代 理 す る 。 

（ 資 料 の 提 出 等 の 要 求 ） 

第 五 十 条 委 員 会 は 、 そ の 所 掌 事 務 を 遂 行 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と

き は 、 関 係 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 資 料 の 提 出 、 意 見 の 開 陳 、 説 明 そ の 他

必 要 な 協 力 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 政 令 へ の 委 任 ） 

第 五 十 一 条 こ の 法 律 に 規 定 す る も の の ほ か 、 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項

は 、 政 令 で 定 め る 。 
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第 六 章 雑 則 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 行 政 機 関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 等 の 適 用 除 外 ） 

第 五 十 二 条 基 幹 統 計 調 査 及 び 一 般 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 に 含 ま れ

る 個 人 情 報 （ 行 政 機 関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十

五 年 法 律 第 五 十 八 号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 及 び 独 立 行 政 法

人 等 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 九

号 。 次 項 に お い て 「 独 立 行 政 法 人 等 個 人 情 報 保 護 法 」 と い う 。 ） 第 二 条

第 二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を い う 。 以 下 こ の 項 に お い て 同 じ 。 ） 、 事 業 所

母 集 団 デ ー タ ベ ー ス に 含 ま れ る 個 人 情 報 並 び に 第 二 十 九 条 第 一 項 の 規

定 に よ り 他 の 行 政 機 関 か ら 提 供 を 受 け た 行 政 記 録 情 報 に 含 ま れ る 個 人

情 報 に つ い て は 、 こ れ ら の 法 律 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

（ 行 政 機 関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 等 の 適 用 除 外 ） 

第 十 八 条 の 二 指 定 統 計 を 作 成 す る た め に 集 め ら れ た 個 人 情 報 （ 行 政 機

関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 八

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 保 有 す る

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 九 号 ） 第 二 条 第

二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） 及 び 届 出

統 計 調 査 に よ つ て 集 め ら れ た 個 人 情 報 に つ い て は 、 こ れ ら の 法 律 の 規

定 は 、 適 用 し な い 。 

２ 届 出 独 立 行 政 法 人 等 で あ っ て 、 独 立 行 政 法 人 等 個 人 情 報 保 護 法 第 二 条

第 一 項 に 規 定 す る 独 立 行 政 法 人 等 に 該 当 す る も の が 行 っ た 統 計 調 査 に

係 る 調 査 票 情 報 に 含 ま れ る 個 人 情 報 （ 同 条 第 二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を

い う 。 ） に つ い て は 、 独 立 行 政 法 人 等 個 人 情 報 保 護 法 の 規 定 は 、 適 用 し

な い 。 

（ 行 政 機 関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 等 の 適 用 除 外 ） 

第 十 八 条 の 二 指 定 統 計 を 作 成 す る た め に 集 め ら れ た 個 人 情 報 （ 行 政 機

関 の 保 有 す る 個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 八

号 ） 第 二 条 第 二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 及 び 独 立 行 政 法 人 等 の 保 有 す る

個 人 情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 （ 平 成 十 五 年 法 律 第 五 十 九 号 ） 第 二 条 第

二 項 に 規 定 す る 個 人 情 報 を い う 。 以 下 こ の 条 に お い て 同 じ 。 ） 及 び 届 出

統 計 調 査 に よ つ て 集 め ら れ た 個 人 情 報 に つ い て は 、 こ れ ら の 法 律 の 規

定 は 、 適 用 し な い 。 〔 再 掲 〕 

（ 公 的 統 計 の 作 成 方 法 に 関 す る 調 査 研 究 の 推 進 等 ） 

第 五 十 三 条 国 及 び 地 方 公 共 団 体 は 、 公 的 統 計 の 作 成 方 法 に 関 す る 調 査 、

研 究 及 び 開 発 を 推 進 す る と と も に 、 統 計 調 査 員 そ の 他 の 公 的 統 計 の 作 成

に 従 事 す る 職 員 の 人 材 の 確 保 及 び 資 質 の 向 上 の た め に 必 要 な 研 修 そ の

他 の 措 置 を 講 じ な け れ ば な ら な い 。 

 

（ 公 的 統 計 の 所 在 情 報 の 提 供 ） 

第 五 十 四 条 総 務 大 臣 は 、 公 的 統 計 を 利 用 し よ う と す る 者 の 利 便 を 図 る た

め 、 イ ン タ ー ネ ッ ト そ の 他 の 高 度 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 利 用 を 通 じ て

迅 速 に 公 的 統 計 の 所 在 に 関 す る 情 報 を 提 供 で き る よ う 必 要 な 措 置 を 講
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ず る も の と す る 。 
（ 施 行 の 状 況 の 公 表 等 ） 

第 五 十 五 条 総 務 大 臣 は 、 行 政 機 関 の 長 、 地 方 公 共 団 体 の 長 そ の 他 の 執 行

機 関 又 は 届 出 独 立 行 政 法 人 等 に 対 し 、 こ の 法 律 の 施 行 の 状 況 に つ い て 報

告 を 求 め る こ と が で き る 。 

２ 総 務 大 臣 は 、 毎 年 度 、 前 項 の 報 告 を 取 り ま と め 、 そ の 概 要 を 公 表 す る

と と も に 、 委 員 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。 

３ 委 員 会 は 、 前 項 の 規 定 に よ る 報 告 が あ っ た と き は 、 こ の 法 律 の 施 行 に

関 し 、 内 閣 総 理 大 臣 、 総 務 大 臣 又 は 関 係 行 政 機 関 の 長 に 対 し 、 意 見 を 述

べ る こ と が で き る 。 

 
（ 資 料 の 提 出 及 び 説 明 の 要 求 ） 

第 五 十 六 条 総 務 大 臣 は 、 前 条 第 一 項 に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 法 律 を 施

行 す る た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 関 係 行 政 機 関 の 長 そ の 他 の 関 係

者 に 対 し 、 資 料 の 提 出 及 び 説 明 を 求 め る こ と が で き る 。 

（ 指 定 統 計 調 査 の 事 務 の 監 査 ） 

第 九 条 総 務 大 臣 は 、 必 要 と 認 め た と き は 、 関 係 各 行 政 機 関 の 長 又 は そ

の 他 の も の の 行 う 指 定 統 計 調 査 の 実 施 の 状 況 を 監 査 し 、 改 善 の 必 要 が

あ る と 認 め た と き は 、 こ れ ら の も の に 対 し て 、 そ の 改 善 に つ き 勧 告 す

る こ と が で き る 。 【 前 段 部 分 】 

（ 資 料 等 の 提 出 及 び 説 明 の 要 求 ） 

第 十 六 条 の 二 総 務 大 臣 は 、 こ の 法 律 の 実 施 に 関 し 必 要 が あ る と 認 め る

と き は 、 各 行 政 機 関 の 長 又 は そ の 他 の も の に 対 し 、 資 料 及 び 報 告 の 提

出 並 び に 説 明 を 求 め る こ と が で き る 。 
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第 七 章 罰 則 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

第 五 十 七 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 二 年 以 下 の 懲 役 又 は 百

万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

一 第 十 七 条 の 規 定 に 違 反 し て 、 国 勢 調 査 そ の 他 の 基 幹 統 計 調 査 の 報 告

の 求 め で あ る と 人 を 誤 認 さ せ る よ う な 表 示 又 は 説 明 を す る こ と に よ

り 、 当 該 求 め に 対 す る 報 告 と し て 、 個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 情 報

を 取 得 し た 者 

 

二 第 四 十 一 条 の 規 定 に 違 反 し て 、 そ の 業 務 に 関 し て 知 り 得 た 個 人 又

は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 秘 密 を 漏 ら し た 者 

三 第 四 十 三 条 第 一 項 の 規 定 に 違 反 し て 、 そ の 業 務 に 関 し て 知 り 得 た

個 人 又 は 法 人 そ の 他 の 団 体 の 秘 密 を 漏 ら し た 者 

第 十 九 条 の 二 統 計 官 、 統 計 主 事 そ の 他 指 定 統 計 調 査 に 関 す る 事 務 に 従

事 す る 者 、 統 計 調 査 員 又 は こ れ ら の 職 に 在 つ た 者 が 、 そ の 職 務 執 行 に

関 し て 知 り 得 た 人 、 法 人 又 は そ の 他 の 団 体 の 秘 密 に 属 す る 事 項 を 、 他

に 漏 ら し 、 又 は 窃 用 し た と き は 、 こ れ を 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 十 万 円 以

下 の 罰 金 に 処 す る 。 

③ 職 務 上 前 二 項 の 事 項 を 知 り 得 た 第 一 項 に 掲 げ る 者 以 外 の 公 務 員 又 は

公 務 員 で あ つ た 者 が 、 前 二 項 の 行 為 を し た と き も ま た 当 該 各 項 の 例 に

よ る 。 

２ 前 項 第 一 号 の 罪 の 未 遂 は 、 罰 す る 。  

第 五 十 八 条 基 幹 統 計 の 業 務 に 従 事 す る 者 又 は 従 事 し て い た 者 が 、 当 該 基

幹 統 計 を 、 第 八 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 公 表 期 日 以 前 に 、 他 に

漏 ら し 、 又 は 盗 用 し た と き は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 百 万 円 以 下 の 罰 金 に

処 す る 。 

第 十 九 条 の 二 

② 前 項 に 掲 げ る 者 が 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 得 た 場 合 の ほ か 集 計 さ れ た 結

果 を 、 第 七 条 の 規 定 に よ り 定 め ら れ た 公 表 期 日 以 前 に 、 他 に 漏 ら し 、

又 は 窃 用 し た と き は 、 こ れ を 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

③ 職 務 上 前 二 項 の 事 項 を 知 り 得 た 第 一 項 に 掲 げ る 者 以 外 の 公 務 員 又 は

公 務 員 で あ つ た 者 が 、 前 二 項 の 行 為 を し た と き も ま た 当 該 各 項 の 例 に

よ る 。 〔 再 掲 〕 

第 五 十 九 条 第 四 十 一 条 各 号 に 掲 げ る 者 が 、 そ の 取 り 扱 う 同 条 各 号 に 規 定

す る 情 報 を 、 自 己 又 は 第 三 者 の 不 正 な 利 益 を 図 る 目 的 で 提 供 し 、 又 は 盗

用 し た と き は 、 一 年 以 下 の 懲 役 又 は 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

２ 第 四 十 三 条 第 一 項 各 号 に 掲 げ る 者 が 、 そ の 取 扱 い 又 は 利 用 に 係 る 調 査

票 情 報 を 、 自 己 又 は 第 三 者 の 不 正 な 利 益 を 図 る 目 的 で 提 供 し 、 又 は 盗 用
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し た と き も 前 項 と 同 様 と す る 。 
第 六 十 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 六 月 以 下 の 懲 役 又 は 五 十

万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

一 第 十 三 条 に 規 定 す る 基 幹 統 計 調 査 の 報 告 を 求 め ら れ た 者 の 報 告 を

妨 げ た 者 

二 基 幹 統 計 の 作 成 に 従 事 す る 者 で 基 幹 統 計 を し て 真 実 に 反 す る も の

た ら し め る 行 為 を し た 者 

（ 罰 則 ） 

第 十 九 条 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 は 、 こ れ を 六 箇 月 以 下 の 懲 役 若 し

く は 禁 錮 又 は 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

二 第 五 条 の 規 定 に よ り 申 告 を 命 ぜ ら れ た 調 査 に つ き 申 告 を 妨 げ た 者 

四 指 定 統 計 調 査 の 事 務 に 従 事 す る 者 又 は そ の 他 の 者 で 指 定 統 計 調 査

の 結 果 を し て 真 実 に 反 す る も の た ら し め る 行 為 を し た 者 

第 六 十 一 条 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 は 、 五 十 万 円 以 下 の 罰 金 に

処 す る 。 

一 第 十 三 条 の 規 定 に 違 反 し て 、 基 幹 統 計 調 査 の 報 告 を 拒 み 、 又 は 虚 偽

の 報 告 を し た 者 

二 第 十 五 条 第 一 項 の 規 定 に よ る 資 料 の 提 出 を せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 資

料 を 提 出 し 、 又 は 同 項 の 規 定 に よ る 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避

し 、 若 し く は 同 項 の 規 定 に よ る 質 問 に 対 し て 答 弁 を せ ず 、 若 し く は 虚

偽 の 答 弁 を し た 者 

（ 罰 則 ） 

第 十 九 条 次 の 各 号 の 一 に 該 当 す る 者 は 、 こ れ を 六 箇 月 以 下 の 懲 役 若 し

く は 禁 錮 又 は 十 万 円 以 下 の 罰 金 に 処 す る 。 

一 第 五 条 の 規 定 に よ り 申 告 を 命 ぜ ら れ た 場 合 申 告 を せ ず 、 又 は 虚 偽

の 申 告 を し た 者 

三 第 十 三 条 の 規 定 に よ る 検 査 を 拒 み 、 妨 げ 、 若 し く は 忌 避 し 、 調 査

資 料 を 提 供 せ ず 、 若 し く は 虚 偽 の 調 査 資 料 を 提 供 し 、 又 は 質 問 に 対

し 虚 偽 の 陳 述 を し た 者 

三 第 三 十 六 条 の 規 定 に よ り 匿 名 デ ー タ の 提 供 を 受 け た 者 又 は 当 該 匿

名 デ ー タ の 取 扱 い に 関 す る 業 務 の 委 託 を 受 け た 者 そ の 他 の 当 該 委 託

に 係 る 業 務 に 従 事 す る 者 若 し く は 従 事 し て い た 者 で 、 当 該 匿 名 デ ー タ

を 、 自 己 又 は 第 三 者 の 不 正 な 利 益 を 図 る 目 的 で 提 供 し 、 又 は 盗 用 し た

者 

 

第 六 十 二 条 第 五 十 七 条 第 一 項 第 二 号 及 び 第 三 号 、 第 五 十 八 条 、 第 五 十 九

条 並 び に 前 条 第 三 号 の 罪 は 、 日 本 国 外 に お い て こ れ ら の 罪 を 犯 し た 者 に

も 適 用 す る 。 
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附 則 抄 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

（ 施 行 期 日 ） 

第 一 条  こ の 法 律 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 二 年 を 超 え な い 範 囲 内 に お

い て 政 令 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 一 章 及 び 第 五 章 並 び に 附

則 第 三 条 及 び 第 二 十 二 条 の 規 定 は 、 公 布 の 日 か ら 起 算 し て 六 月 を 超 え な

い 範 囲 内 に お い て 政 令 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

 

（ 準 備 行 為 ） 

第 三 条  改 正 後 の 統 計 法 （ 以 下 「 新 法 」 と い う 。 ） 第 六 条 の 規 定 に よ る

作 成 基 準 の 設 定 、 新 法 第 二 十 七 条 の 規 定 に よ る 事 業 所 母 集 団 デ ー タ ベ ー

ス の 整 備 、 新 法 第 二 十 八 条 の 規 定 に よ る 統 計 基 準 の 設 定 及 び 新 法 第 三 十

五 条 の 規 定 に よ る 匿 名 デ ー タ の 作 成 並 び に こ れ ら に 関 し 必 要 な 手 続 そ

の 他 の 行 為 は 、 こ の 法 律 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に お

い て も 、 新 法 の 例 に よ り す る こ と が で き る 。  

 

（ 最 初 の 国 勢 調 査 の 実 施 時 期 ） 

第 四 条  新 法 第 五 条 第 二 項 本 文 の 規 定 に よ る 最 初 の 国 勢 調 査 は 、 平 成 二

十 二 年 に 行 う も の と す る 。  

 

（ 指 定 統 計 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 五 条  こ の 法 律 の 施 行 の 際 現 に 改 正 前 の 統 計 法 （ 以 下 「 旧 法 」 と い う 。 ）

第 二 条 の 規 定 に よ り 指 定 を 受 け て い る 指 定 統 計 （ 施 行 日 に お い て 総 務 大

臣 が 公 示 し た も の に 限 る 。 ） は 、 新 法 第 二 条 第 四 項 第 三 号 の 規 定 に よ り

指 定 を 受 け た 基 幹 統 計 と み な す 。  

 

（ 指 定 統 計 調 査 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 六 条  施 行 日 前 に 旧 法 第 七 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 承 認 を 受 け た 指 定 統

計 調 査 （ 同 条 第 二 項 の 規 定 に よ る 変 更 の 承 認 が あ っ た と き は 、 そ の 変 更
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後 の も の ） は 、 新 法 第 九 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 承 認 を 受 け た 基 幹 統 計 調

査 と み な す 。  

 

（ 届 出 統 計 調 査 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 七 条  施 行 日 前 に 旧 法 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 ら れ た 統 計 調

査 （ 行 政 機 関 が 届 け 出 た も の に 限 る 。 ） に つ い て は 、 施 行 日 か ら 起 算 し

て 一 年 を 経 過 す る 日 ま で の 間 は 、 新 法 第 十 九 条 第 一 項 の 規 定 に か か わ ら

ず 、 総 務 大 臣 の 承 認 を 受 け る こ と を 要 し な い 。  

２  施 行 日 前 に 旧 法 第 八 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 ら れ た 統 計 調 査 の

う ち 、 地 方 公 共 団 体 が 届 け 出 た 統 計 調 査 に つ い て は 施 行 日 に お い て 新 法

第 二 十 四 条 第 一 項 の 規 定 に よ り 届 け 出 ら れ た 統 計 調 査 と 、 独 立 行 政 法 人

等 が 届 け 出 た 統 計 調 査 で あ っ て 施 行 日 以 降 新 法 第 二 十 五 条 の 規 定 が 適

用 さ れ る べ き 統 計 調 査 に 該 当 す る も の に つ い て は 施 行 日 に お い て 同 条

の 規 定 に よ り 届 け 出 ら れ た 統 計 調 査 と み な す 。  

 

（ 調 査 票 の 使 用 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 八 条  こ の 法 律 の 施 行 の 際 現 に 旧 法 第 十 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 調 査

票 を 使 用 し て い る 者 は 、 施 行 日 か ら 起 算 し て 六 月 を 経 過 す る 日 ま で の 間

は 、 新 法 の 規 定 に か か わ ら ず 、 従 前 の 例 に よ り 当 該 調 査 票 を 使 用 す る こ

と が で き る 。  

２  施 行 日 前 に さ れ た 旧 法 第 十 五 条 第 二 項 の 承 認 の 申 請 で あ っ て 、 こ の

法 律 の 施 行 の 際 、 承 認 又 は 不 承 認 の 処 分 が な さ れ て い な い も の に つ い て

の 処 分 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 

（ 調 査 票 及 び 統 計 報 告 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 九 条  旧 法 の 規 定 に よ り 指 定 統 計 を 作 成 す る た め に 集 め ら れ た 調 査 票

に 記 録 さ れ て い る 情 報 は 、 新 法 の 規 定 に よ る 基 幹 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票

情 報 と み な す 。  

２  旧 法 の 規 定 に よ り 届 出 統 計 調 査 （ 行 政 機 関 が 行 っ た も の に 限 る 。 ）

に よ っ て 集 め ら れ た 調 査 票 に 記 録 さ れ て い る 情 報 は 新 法 の 規 定 に よ る
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一 般 統 計 調 査 に 係 る 調 査 票 情 報 と 、 旧 法 の 規 定 に よ り 届 出 統 計 調 査 （ 地

方 公 共 団 体 が 行 っ た も の に 限 る 。 ） に よ っ て 集 め ら れ た 調 査 票 に 記 録 さ

れ て い る 情 報 は 新 法 の 規 定 に よ り 地 方 公 共 団 体 が 行 っ た 統 計 調 査 に 係

る 調 査 票 情 報 と 、 旧 法 の 規 定 に よ り 届 出 統 計 調 査 （ 独 立 行 政 法 人 等 が 行

っ た も の で あ っ て 施 行 日 以 降 新 法 第 二 十 五 条 の 規 定 が 適 用 さ れ る べ き

統 計 調 査 に 該 当 す る も の に 限 る 。 ） に よ っ て 集 め ら れ た 調 査 票 に 記 録 さ

れ て い る 情 報 は 新 法 の 規 定 に よ り 届 出 独 立 行 政 法 人 等 が 行 っ た 統 計 調

査 に 係 る 調 査 票 情 報 と み な す 。  

３  附 則 第 二 条 の 規 定 に よ る 廃 止 前 の 統 計 報 告 調 整 法 （ 以 下 「 旧 統 計 報

告 調 整 法 」 と い う 。 ） の 規 定 に よ り 統 計 報 告 の 徴 集 に よ っ て 得 ら れ た 統

計 報 告 に 記 録 さ れ て い る 情 報 は 、 新 法 の 規 定 に よ る 一 般 統 計 調 査 に 係 る

調 査 票 情 報 と み な す 。 た だ し 、 新 法 第 三 十 二 条 か ら 第 三 十 八 条 ま で 、 第

四 十 条 第 一 項 及 び 第 五 十 二 条 の 規 定 は 、 統 計 報 告 の う ち 旧 統 計 報 告 調 整

法 第 四 条 第 二 項 の 申 請 書 に 記 載 さ れ た 専 ら 統 計 を 作 成 す る た め に 用 い

ら れ る 事 項 に 係 る 部 分 以 外 の 部 分 に 記 録 さ れ て い る 情 報 に つ い て は 、 適

用 し な い 。  

 

（ 結 果 の 公 表 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 十 条  施 行 日 前 に 公 表 さ れ て い な い 指 定 統 計 調 査 の 結 果 に 対 す る 旧 法

第 十 六 条 の 規 定 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 

（ 罰 則 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 十 一 条  施 行 日 前 に し た 行 為 に 対 す る 罰 則 の 適 用 に つ い て は 、 な お 従

前 の 例 に よ る 。  

 

（ 統 計 報 告 の 徴 集 に 関 す る 経 過 措 置 ） 

第 十 二 条  施 行 日 前 に 旧 統 計 報 告 調 整 法 第 四 条 第 一 項 の 承 認 を 受 け た 統

計 報 告 の 徴 集 は 、 旧 統 計 報 告 調 整 法 第 五 条 第 二 項 の 規 定 に よ り 定 め ら れ

た 承 認 の 期 間 が 満 了 す る ま で の 間 は 、 新 法 第 十 九 条 第 一 項 の 承 認 を 受 け

た 一 般 統 計 調 査 と み な す 。  
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（ 異 議 の 申 出 に 関 す る 経 過 措 置 ） 
第 十 三 条  施 行 日 前 に 旧 統 計 報 告 調 整 法 第 十 一 条 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き

総 務 大 臣 に 対 し て な さ れ た 異 議 の 申 出 の 手 続 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例

に よ る 。  

 

（ 旧 法 等 の 規 定 に 基 づ く 処 分 又 は 手 続 の 効 力 ） 

第 十 四 条  施 行 日 前 に 旧 法 若 し く は 旧 統 計 報 告 調 整 法 又 は こ れ ら に 基 づ

く 命 令 の 規 定 に よ っ て し た 処 分 、 手 続 そ の 他 の 行 為 で あ っ て 、 新 法 又 は

こ れ に 基 づ く 命 令 に 相 当 の 規 定 が あ る も の は 、 こ の 附 則 に 別 段 の 定 め が

あ る も の を 除 き 、 新 法 又 は こ れ に 基 づ く 命 令 の 相 当 の 規 定 に よ っ て し た

も の と み な す 。  

 

（ 条 例 と の 関 係 ） 

第 十 五 条  地 方 公 共 団 体 の 条 例 の 規 定 で 、 新 法 で 規 制 す る 行 為 を 処 罰 す

る 旨 を 定 め て い る も の の 当 該 行 為 に 係 る 部 分 に つ い て は 、 こ の 法 律 の 施

行 と 同 時 に 、 そ の 効 力 を 失 う も の と す る 。  

２  前 項 の 規 定 に よ り 条 例 の 規 定 が そ の 効 力 を 失 う 場 合 に お い て 、 当 該

地 方 公 共 団 体 が 条 例 で 別 段 の 定 め を し な い と き は 、 そ の 失 効 前 に し た 違

反 行 為 の 処 罰 に つ い て は 、 そ の 失 効 後 も 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。  

 

（ 政 令 へ の 委 任 ） 

第 十 六 条  附 則 第 五 条 か ら 前 条 ま で に 定 め る も の の ほ か 、 こ の 法 律 の 施

行 に 関 し 必 要 な 経 過 措 置 は 、 政 令 で 定 め る 。  

 

（ 検 討 ） 

第 十 七 条  政 府 は 、 こ の 法 律 の 施 行 後 五 年 を 目 途 と し て 、 新 法 第 三 十 七

条 の 規 定 の 施 行 の 状 況 を 勘 案 し 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 こ の 規 定 に

つ い て 検 討 を 加 え 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 必 要 な 措 置 を 講 ず る も の と す る 。
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（ 新 ） 統 計 法 に 相 当 す る 規 定 が な い も の 

 
（ 新 ） 統 計 法 （ 平 成 十 九 年 五 月 二 十 三 日 法 律 第 五 十 三 号 ） ( 旧) 統 計 法 （ 昭 和 二 十 二 年 三 月 二 十 六 日 法 律 第 十 八 号 ） 

 （ 指 定 統 計 調 査 ） 

第 三 条 指 定 統 計 を 作 成 す る た め の 調 査 （ 以 下 指 定 統 計 調 査 と い う 。 ） は 、

こ の 法 律 に よ つ て こ れ を 行 う も の と し 、 他 の 法 律 の 規 定 を 適 用 し な い

も の と す る 。 

③ 主 務 大 臣 が 前 項 の 規 定 に よ る 命 令 を 制 定 し 、 改 正 し 、 又 は 廃 止 し よ

う と す る と き は 、 あ ら か じ め 、 総 務 大 臣 に 協 議 し な け れ ば な ら な い 。

地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 が 前 項 の 規 則 を 制 定 し 、 改 正 し 、 又

は 廃 止 し よ う と す る と き も 、 同 様 と す る 。 

 （ 統 計 官 及 び 統 計 主 事 ） 

第 十 条 内 閣 府 及 び 各 省 の 部 内 に 統 計 官 を 置 く こ と が で き る 。 

② 都 道 府 県 及 び 市 町 村 （ 特 別 区 を 含 む 。 ） に 、 統 計 主 事 を 置 く こ と が で

き る 。 

③ 統 計 官 又 は 統 計 主 事 は 、 上 官 又 は 上 司 の 命 を 受 け て 、 指 定 統 計 調 査

そ の 他 の 統 計 調 査 に 関 す る 専 門 的 技 術 的 事 務 に 従 事 す る 。 

④ 統 計 官 は 、 内 閣 府 事 務 官 、 各 省 事 務 官 、 内 閣 府 技 官 若 し く は 各 省 技

官 又 は こ れ ら に 相 当 す る 政 令 で 定 め る 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 国

家 公 務 員 」 と い う 。 ） で 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 資 格 を 有 す る も

の の う ち か ら 、 第 一 項 に 定 め る 行 政 機 関 の 長 （ 宮 内 庁 長 官 及 び 外 局 の

長 を 含 む 。 ） が 命 じ 、 統 計 主 事 は 、 地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六

十 七 号 ） 第 百 七 十 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 吏 員 又 は 地 方 教 育 行 政 の 組 織

及 び 運 営 に 関 す る 法 律 （ 昭 和 三 十 一 年 法 律 第 百 六 十 二 号 ） 第 十 九 条 に

規 定 す る 事 務 職 員 若 し く は 技 術 職 員 （ 以 下 こ の 項 に お い て 「 地 方 公 務

員 」 と い う 。 ） で 、 次 の 各 号 の い ず れ か に 掲 げ る 資 格 を 有 す る も の の う

ち か ら 、 地 方 公 共 団 体 の 長 又 は 教 育 委 員 会 が 命 ず る 。 

一 統 計 調 査 に 関 す る 事 務 に 国 家 公 務 員 又 は 地 方 公 務 員 と し て 通 算 し

て 二 年 以 上 従 事 し た こ と 。 

二 学 校 教 育 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 二 十 六 号 ） 又 は 旧 大 学 令 （ 大 正
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七 年 勅 令 第 三 百 八 十 八 号 ） に よ る 大 学 の 学 部 で 統 計 学 を 履 修 し 、 又

は 数 学 を 専 修 す る 学 科 を 修 め 、 学 士 の 学 位 又 は 旧 大 学 令 に よ る 学 士

の 称 号 を 有 す る こ と 。 

三 学 校 教 育 法 に よ る 高 等 専 門 学 校 、 旧 専 門 学 校 令 （ 明 治 三 十 六 年 勅

令 第 六 十 一 号 ） に よ る 専 門 学 校 又 は 文 部 科 学 大 臣 が こ れ ら と 同 等 以

上 と 認 定 し た 学 校 で 統 計 学 を 履 修 し 、 又 は 数 学 を 専 修 す る 学 科 を 修

め 、 卒 業 し た こ と 。 

四 総 務 大 臣 が 指 定 し た 統 計 職 員 養 成 機 関 若 し く は 統 計 講 習 会 の 課 程

を 修 了 し た こ と 又 は 別 に 定 め る 統 計 に 関 す る 国 家 試 験 に 合 格 し た こ

と 。 

五 前 各 号 に 掲 げ る 資 格 の ほ か 、 総 務 大 臣 が 統 計 調 査 に 従 事 す る に 適

当 な 資 格 を 有 す る と 認 定 し た こ と 。 

 （ 総 務 大 臣 が 行 う 統 計 調 査 ） 

第 十 一 条 総 務 大 臣 が 行 う 統 計 調 査 に つ い て は 、 第 七 条 第 三 項 及 び 第 八

条 第 三 項 の 規 定 は 、 適 用 し な い 。 

２ 前 項 に 定 め る も の の ほ か 、 総 務 大 臣 が 行 う 統 計 調 査 に 対 す る こ の 法

律 の 適 用 に 関 し て は 、 第 九 条 中 「 関 係 各 行 政 機 関 の 長 又 は そ の 他 の も

の の 行 う 指 定 統 計 調 査 」 と あ る の は 「 指 定 統 計 調 査 」 と 、 「 こ れ ら の も

の に 対 し て 、 そ の 改 善 に つ き 勧 告 す る こ と が で き る 」 と あ る の は 「 そ

の 改 善 を 図 る も の と す る 」 と す る 。 

 （ 権 限 の 委 任 ） 

第 十 八 条 の 三 総 務 大 臣 は 、 政 令 で 定 め る と こ ろ に よ り 、 第 二 条 及 び 第

七 条 に 定 め る 権 限 を 総 務 省 に お い て 統 計 に 関 す る 事 務 を 所 掌 す る 職 に

あ る 者 で 政 令 で 定 め る も の に 委 任 す る こ と が で き る 。 
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